
今、　花ひらく小さな城下町　三春

（写真：各地区で敬老会が開催されました：三春地区敬老会のようす）

● 平成 25 年度決算報告／平成 26 年度消防団秋季検閲式・消防ふれあいデーが開催されます／
　 第 11 回三春秋まつりが開催されます／平成 27 年度保育所・幼稚園の園児を募集します
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自主財源… 町の財源のうち、国に依存しない
　　　　　 で、独自に調達できる財源
依存財源 … 町が国や県等に依存する形で調達する財源
※ 今後、健全な財政状態を維持するためには自主
　財源の確保が大切です。

● 歳入の特徴としては
① 町税 … 町民税 7 億 6,576 万円、固定資産税 7 億 3,647 万円などで、前年度より 2,293 万円の増となりました。
② 地方交付税（全国の地方自治体が、平等に事務ができるように国から交付されるもの）… 普通交付税 24 億 466 万円
　などで、地方交付税全体として前年度より 7,289 万円の増となりました。
③ 国県支出金（国、県から町の特定の経費に対して交付されるもの）… 自立支援給付費負担金 1 億 9,918 万円、児童・子ど
　ものための手当負担金 2 億 2,774 万円、道路整備や市街地整備のための社会資本整備総合交付金 1 億 2,487 万円、小規模介護施
　設等緊急整備等臨時特例基金事業費補助金 1 億 3,140 万円、子どもの医療費助成事業県補助金 2,792 万円、再生可能エネルギー
　導入等による防災拠点支援事業県補助金 7,278 万円などが主なものであり、前年度より 6 億 2,368 万円の減となりました。
④ 町債（町が資金調達するための借入金）… 道路整備債、中心市街地再生整備事業債、公営住宅事業債 1 億 2,360 万円、学
　校改修債（全国防災対策債、緊急防災・減災事業債）1 億 8,190 万円などで、前年度より 4 億 6,030 万円の減となりました。

■ 平成 25 年度一般会計決算額

自主財源
（36.2％）

地方譲与税など
3億275万円（4.0％）

町債
3億5,100万円
（4.7％）

国県支出金
12億2,456万円
（16.3％）

諸収入など
4億3,924万円
（5.9％）

繰入金
4億3,900万円
（5.9％）

分担金・使用料など
1億7,913万円
（2.4％）

町税
16億5,987万円
（22.2％）

町債
3億5,100万円
（4.7％）

国県支出金
12億2,456万円
（16.3％）

依存財源
（63.8％）

地方交付税
29億597万円
（38.6％）

諸収入など
4億3,924万円
（5.9％）

繰入金
4億3,900万円
（5.9％）

分担金・使用料など
1億7,913万円
（2.4％）

町税
16億5,987万円
（22.2％）

歳入
75億152万円
前年度比

13億7,089万円減

歳入
75億152万円
前年度比

13億7,089万円減

★ 歳入　75 億 152 万円（前年度比 13 億 7,089 万円減）
● 歳入の内訳 ● 歳入の推移

★ 歳出　70 億 6,242 万円（前年度比 13 億 8,852 万円減）
● 歳出の内訳 ● 歳出の推移

75億　152万円

88億7,241万円

▲13億7,089万円

70億6,242万円

84億5,094万円

▲13億8,852万円

4億3,910万円

4億2,147万円

1,763万円

2億円

3億円

▲1億円

1億5,484万円

1億1,573万円

3,911万円

平成25年度

平成24年度

比　較

歳　入 歳　出 差　額 うち財政調整
基金へ積立 うち翌年度へ繰越

8,426万円

574万円

7,852万円

うち翌年度へ繰
り越すべき財源

年　度

町税
16億3,693万円

町債 8億1,130万円

地方譲与税など 3億167万円

国県支出金
18億4,824万円

地方交付税
28億3,308万円

繰入金
6億4,605万円

分担金・使用料など
1億6,230万円

諸収入など
6億3,284万円

国県支出金
12億2,456万円

町税
16億5,987万円

地方交付税
29億597万円

諸収入など
4億3,924万円

分担金・使用料など
1億7,913万円繰入金

4億3,900万円

町債 3億5,100万円
地方譲与税など 3億275万円

H24 H25

歳出
70億6,242万円
前年度比

13億8,852万円減

歳出
70億6,242万円
前年度比

13億8,852万円減

消防費
2億7,431万円
（3.9％）

消防費
2億7,431万円
（3.9％）

商工費等
3億1,294万円
（4.4％）

農林水産業費
2億8,829万円
（4.1％）

土木費
6億599万円
（8.7％）

衛生費
7億468万円
（10.0％）

公債費
8億9,999万円
（12.7％） 教育費

10億4,112万円
（14.6％）

総務費
11億7,922万円
（16.7％）

民生費
17億5,588万円
（24.9％）

H25

普通建設事業
17億4,076万円

その他
22億5,925万円

公債費
8億9,006万円

物件費
11億3,852万円

補助費
12億2,971万円

その他
19億6,367万円

公債費
8億9,999万円

物件費
9億8,526万円

人件費
11億4,430万円

補助費
10億3,333万円

普通建設事業
10億3,587万円

H24

人件費
11億9,264万円
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■ 平成 25 年度に取り組んだ主な事業内容（一般会計）

 学校教育の充実とスポーツ・文化活動の推進に関する取組み
・学力向上推進委員会を開催し、学力検査結果の分析を基にし
た各学校の学力向上プランの実践と改善について協議を行い、
また、キャリア教育への取組として、中学２年生の教育課程
に職場体験を位置付け、関係機関の協力を得て推進しました。
・各小中学校がそれぞれの地域特性等による独自性を活かし
た取組の支援を目的とした交付金制度を新たに設け、各校に
おいて有効に活用することができました。
・新たに特別支援教育相談員を配置して、個々に応じた支援
の充実を図り、支援の必要な児童生徒への就学指導機関とし
て、就学指導審議会を設置・運営しました。
・まほら開館 10 周年を記念した自主事業を企画運営するとと
もに、運営協会 10 年史を発行しました。
・NPO 法人三春町国際交流協会と連携して、姉妹都市であるライスレイ
ク市に庭師等を派遣し、友好庭園のメンテナンス事業を実施しました。
◆ 特色ある学校づくり支援事業・・・・・・・・240 万円
◆ 就 学 指 導 審 議 会 事 業・・・・・・・・・・125 万 円
◆ 交流館「まほら」自主事業関係・・・・・・159 万円
◆ ライスレイク市友好庭園メンテナンス事業・・・・  130 万円他

 人口減少・少子化対策に関する取組み
・「保育所の公設民営化を含めた今後の保育所・幼稚園の方向性につ
いて」の保護者説明会を開催し、また、保育所の管理運営を指定管
理者が行えるようにするため、保育所条例の改正を行いました。
・風しんが全国的に流行したことから、成人の風しんワクチン
接種の助成事業を開始し、妊娠出産を希望する女性と妊婦の配
偶者のワクチン接種を勧奨しました。
・「三春町定住促進計画」に基づく各種施策を展開し、賃貸住宅建設
促進事業奨励金１件、賃貸住宅家賃助成金６件の交付を行いました。
・ブータン王国と三春町の末永い友好関係と草の根交流を展開す
ることを目的として、ブータン三春協働実行委員会を設立し、滝
桜の子孫木植樹を行うためブータン友好訪問団を派遣しました。
◆ 児童手当支給事業 ・・・・・・・・・・2 億 6,662 万円
◆ すくすく赤ちゃん応援事業 ・・・・・・・・・701 万円
◆ 子育て支援医療費助成事業 ・・・・・・・・7,067 万円
◆ 乳幼児健康診査事業 ・・・・・・・・・・・1,002 万円
◆ 放課後子どもプラン推進事業 ・・・・・・・・627 万円
◆ 賃貸住宅家賃助成金、賃貸住宅建設促進事業奨励金 192 万円他

 安全で安心して暮らせる生活環境に関する取組み
・町道太田線ほか７路線の改良、舗装補修事業を実施し、生活道路整備事
業実施区域として 10 地区を選定し、助成金を交付しました。
・中町地内に耐震地下式貯水槽、実沢及び蛇石地内に地上式無蓋防火
水槽を整備し、防災及び消防施設・設備の充実を図りました。
・東日本大震災復興交付金を活用し、貝山地区に避難広場を整備しました。
・県補助金を活用し、交流館「まほら」及び町民体育館に太陽光発
電設備を整備しました。
・平沢町営墓地を造成し、墓地区画数 91 区画のうち 38 区画を分譲しました。
◆ 太田線道路改良工事（前年度繰越事業含む）・・5,333 万円
◆ 下舞木岩本線外道路改良工事（前年度繰越事業含む）　3,009 万円
◆ 上舞木戸ノ内２号線道路改良工事・・・・・・752 万円
◆ 五本木垢潜薬師道線道路改良工事・・・・・・394 万円
◆ 四反田富沢線舗装補修工事・・・・・・・・2,305 万円
◆ 実沢線舗装補修工事・・・・・・・・・・・・2,208 万円
◆ 中央線舗装補修工事・・・・・・・・・・・・2,323 万円
◆ 道路維持工事・・・・・・・・・・・・・・5,497 万円
◆ 生活道路整備事業・・・・・・・・・・・・・・774 万円
◆ 耐震性地下式防火貯水槽（中町）工事　1,225 万円
◆ 避難広場整備事業・・・・・・・・・・・・・8,372 万円
◆ 交流館「まほら」及び町民体育館太陽光発電設備工事　7,278 万円
◆ 平沢町営墓地整備工事費・・・・・・・・1,541 万円他

 町有施設の整備に関する取組み
・三春町役場庁舎整備事業計画を策定し、公募型プロポーザル
方式により設計業者を選定し、また、議会や商工会、職員等と
協議しながら基本設計の作成を進めました。
・閉校中学校の利活用公募を行い、旧沢石小学校については
１者から応募があり、選定委員会を開催して利用者を決定し、
26 年１月に無償貸付契約を締結しました。
・三春小学校校舎及び体育館の耐震補強大規模改造工事につい
て、24 年度に設計業務を行い、25 年度から工事に着手しました。
・公共施設長期修繕計画を策定し、計画に則って旧公民館
の解体や町営住宅の屋上防水工事などを実施しました。
◆ 新庁舎整備事業設計業務委託等・・・・・・・3,112 万円
◆ 三春小学校改修工事費、工事監理委託費、引越業務等 2 億 5,744 万円
◆ 旧公民館解体工事費・・・・・・・・・・3,106 万円
◆ 舞木団地屋根改修工事、八雲団地屋上防水工事費　2,479 万円
◆ 公有施設整備基金積立金・・・・・・2 億 1,421 万円他

 町民の健康増進と福祉施策の充実に関する取組み
・集団健診の土日開催や個別（施設）健診を継続し、未受診者へ
の受診勧奨等により受診率の向上に努めました。
・各種団体等に対して保健師を派遣する「きらめき健康出前講座」
の周知を図り、健康学習機会の提供に努め、健康づくり推進員を
委嘱し、会議や研修を通じて町の健康課題の理解を促すとともに、
自身や家族、さらには地域全体の健康保持に取り組みました。
・田村地域の夜間一次救急診療の拠点として、田村３市町と田村
医師会が協力して夜間診療所を整備、開設しました。
・高齢者見守り活動については、これまで町内新聞店と協定を締
結し実施してきましたが、新たに町内郵便局とも協定を締結し、
見守りネットワークの更なる充実を図りました。
◆ 田村地方夜間診療所建設負担金・・・・・・・・・1,298 万円
◆ 成人健康診査事業・・・・・・・・・・・・2,655 万円
◆ 障がい者給付費・・・・・・・・・・・2 億 9,935 万円
◆ インフルエンザワクチン等予防接種費・・・・・・3,736 万円他

 産業振興による地域活性化に関する取組み
・町道北町荒町線改良事業については、用地補償や改良工事
の発注を進めましたが、24 年度発注区間で法面崩落が発生
したため工事を休止し、対策のための調査設計を行いました。
・桜川河川改修工事に合わせ、大町橋から不動橋間の石張舗
装工事を発注し良好な景観整備を進めるとともに、百杯宴
広場整備の実施設計を行いました。
・耕作放棄地の解消を図るため、町が農地等の仲介を行い、企業
の農業参入を支援しました。
・町民の雇用促進を図るため雇用促進奨励金制度を創設し、工場等を増
設した法人に対して工場等立地促進条例に基づく奨励金を交付すると
ともに、新たに操業を開始した法人を奨励金対象工場に指定しました。
・滝桜観桜時期の対策として、臨時バス「滝桜号」や無料シャトルバ
スの運行、臨時駐車場の設置などを行い、渋滞緩和策を講じました。
・27 年春に行われる「ふくしまデスティネーションキャンペーン」を
見据え、観光資源の掘り起こしを行い、また、三春春まつりや時代行列、
盆踊り、だるま市など、年間を通して楽しめる観光事業を実施しました。
◆ 町道北町荒町線道路改良工事、補償費等（前年度繰越事業含む）7,662 万円
◆ 百杯宴広場実施設計業務、土地購入・・・・548 万円
◆ 三春秋まつり実施運営補助・観光振興事業　1,304 万円
◆ 滝桜臨時駐車場管理業務委託・・・・・・・・4,830 万円
◆ 中山間地域等直接支払推進事業・・・・・7,252 万円他

● 歳入 ● 歳出

■ 町民一人あたりに換算した経費（平成 26 年 3 月 31 日現在の住民基本台帳人口 17,360 人で計算）

主な歳入

地方交付税　167,395 円
国県支出金　  70,539 円
町税　　　　  95,614 円
町債　　 　　 20,219 円

主な歳出
教育関係　　59,972 円
民生関係　  101,145 円
総務関係　　67,927 円
町債返済　　51,843 円
衛生関係　　40,592 円

ひとりあたり
432,116 円

ひとりあたり
406,820 円
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物件費　23億3,310万円 普通建設事業  7億2,495万円

災害復旧事業 6,349万円

補助費等 5,168万円

 

 

県支出金
29億8,391万円 

国庫支出金
798万円 

繰入金
 1億 3,522万円 

震災復興特別交付税等　
2億817万円 

県支出金
29億8,391万円 

 国庫支出金
798万円 

繰入金
 1億 3,522万円 

寄附金
553万円

繰越金
32万円 

震災復興特別交付税等　
2億817万円 

地方債
170万円 

 歳入総額（復旧・復興分）　33億4,283万円

歳出総額（復旧・復興分）　32億3,104万円 人件費 5,160万円
扶助費等
 622万円

● 一般会計の借入金残高
■ 町の借入金はどれくらいあるのでしょうか（一般会計）

　定期償還の確実な実行と
新たな借入金の抑制などによ
り、借入金の残高を減らして
います。

※ 町の借入金の残高には、一般会
計のほか企業会計分もあります。

H1670

90

110

130

150

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

128億2,309万円

122億2,580万円

114億7,308万円

108億3,577万円

102億6,262万円

96億1,932万円

89億9,993万円

85億2,241万円

億

年度H24

85億7,096万円

H25

81億3,806万円

■ その他の会計について（特別会計と企業会計）　一般会計のほか、下記の会計があります。

　特別会計は、特定の事業における歳入歳出を明確にするため、一般会計と区分して会計処理を行います。企業
会計は、公営企業としての事業（水道・下水道等・宅造・病院など）にかかる会計です。

会計別

国民健康保険

後期高齢

介護保険

町営バス事業

放射性物質対策

合計

歳入金額

21億9,106万円

1億6,131万円

14億6,721万円

4,403万円

29億5,184万円

68億1,545万円

歳出金額

20億640万円

1億6,112万円

14億700万円

4,403万円

29億5,184万円

65億7,039万円

差引額

1億8,466万円

19万円

6,021万円

0万円

0万円

2億4,506万円

会計別 歳入金額

3億2,402万円

3億963万円

2億3,797万円

1億2,508万円

8,270万円

242万円

10億8,182万円

歳出金額

2億9,655万円

4億4,728万円

2億6,815万円

2億4,457万円

9,084万円

9,009万円

14億3,748万円

  借入金残額

収益的
資本的
収益的
資本的

収益的

水道事業

下水道事業等

宅地造成事業　収益的
病院事業

合計

16億3,414万円

27億468万円

0円

43億3,882万円

0円

■ 平成 25 年度　特別会計決算額 ■ 平成 25 年度　企業会計決算額

※ 下水道事業等においては、公営企業経営健全化計画（18 〜 25 年度）を策定し、増収対策・経済削減などの具体的な計画
を立て、改善を図りました。

■ 東日本大震災・福島第一原子力発電所事故からの復旧・復興に関する経費について

 原子力発電所事故による除染等対策に関する取組み
・原発事故による対応は放射性物質への対策、東京電力に対
する損害賠償請求、避難自治体への支援等に取り組みました。
◆ 仮置場設置事業・・・・・・・・・・・・6 億 1,316 万円
◆ 農地除染事業・・・・・・・・・・・・・1 億 3,563 万円
◆ 住宅地等除染事業・・・・・・・・・・20 億 3,683 万円
◆ 実生ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業補助金・・・・・・・・・・・350 万円
◆ 農業系汚染廃棄物処理事業・・・・・・・・3,315 万円他

（一般会計分＋企業会計分）÷ 町民人口
＝（81 億 3,806 万円＋ 43 億 3,882 万円）÷17,360 人＝ 718,714 円

町民一人あたりに換算した借入残高　　　718,714 円
（平成 26 年 3 月 31 日現在の住民基本台帳人口 17,360 人で計算）
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■ 町の財産はどれくらいあるのでしょうか（一般会計）

※１ 積立基金のうち財政調整基金・減債基金以外は目的基金
　といわれ、特定の事業のために積み立てているものです。
※２ 財政調整基金とは、財源の不足や緊急の事業に備えて積み
　立てておくもので、いわば町の貯金です。
※３ 減債基金は、借入金の返済のために積み立てておくものです。

内訳

土地（施設用地、山林など）

建物（庁舎、各施設など）

物権（地上権）

有価証券（株券）

出資による権利

自動車・消防車両など

積立基金

運用基金（現金など）

運用基金（貸付金）

現在高

223万1,273㎡

12万2,536㎡

12万9,755㎡

6,514万円

30億1,851万円

116台

31億2,292万円

5,000万円

　0円

区分

公有財産

物品

基金

財政調整基金（※２）（現金）……… ７億 7,231 万円
減債基金（※３）…………………………… 794 万円
水道経営安定基金…………………… 10 億 8,507 万円
福祉基金…………………………………… 5,531 万円
水と緑とさくら基金 ……………………… 5,553 万円
観光振興基金………………………………… 627 万円
教育施設整備事業基金………………… 1 億 408 万円
三春病院事業基金……………………… 3 億 191 万円
公有施設整備基金…………………… 5 億 3,942 万円
東日本大震災復興交付金基金……… 1 億 7,242 万円
その他の基金……………………………… 2,266 万円

積立基金（※１）の内訳

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定により、平成 25 年度決算に基づく「健全化判断比率」お
よび「資金不足比率」を公表します。

健全化判断比率等の公表について

　平成 25 年度決算に基づく三春町の健全化判断比率及び資金不足比率は、算定の結果、基準値を下回っています。
また、「健全化判断比率」を構成する指標のひとつである「実質公債費比率」は平成 22 年度に 18％を下回り、平
成 25 年度においても引き下げることができました。
　引き続き、より徹底した経費の節減や行財政改革を進め、財政の健全化に取り組んでいきます。

指　標 三春町
早期健全化

基準
財政再
生基準

①実質赤字比率 —（—） 15.0％ 20.0％

②連結実質赤字比率 —（—） 20.0％ 30.0％
③実質公債費比率 10.8％（11.8％） 25.0％ 35.0％
④将来負担比率 46.8％（75.4％） 350.0％

※ 実質赤字、連結実質赤字とならなかったため「ー（該当なし）」で表示
　しています。（　）書きは 24 年度数値です。

公営企業 三春町
経営健全
化基準

水道事業会計 —（—） 20.0％

下水道事業等会計 —（—） 20.0％

病院事業会計 —（—） 20.0％

宅地造成事業会計 —（—） 20.0％

※ 資金不足とならなかった会計は「ー（該当なし）」
　で表示しています。（　）書きは 24 年度数値です。

▼ 健全化判断比率 ▼ 資金不足比率

★ 三春町の比率

■ 主な町税などの徴収率（納期内に納めましょう）

　町民税や固定資産税などの町税は、町が行政サービス
を提供するための極めて重要な財源であり、国民健康保
険税は、国民健康保険制度の運営に使用されます。この
ため、滞納額が増えると、行政サービスの低下や国民健
康保険制度の運営ができなくなる恐れがあります。
　また、「滞納」とは、納期限までに納付されていない
状態をいいます。納期限までに納付がない場合は、督促
状や催告書を送付し、納付を促しています。税金を滞納
したままにしておくと、財産の差押えなど滞納処分を行
い、強制的に税金を徴収することになります。督促状や
催告書の経費も、皆さんが納めた税金から支払われます。
　納期限内の納付をお願いします。

問い合わせ先　財務課　財務・改革グループ　☎ 62-2132

収入済額
7億5,686万円

890万円
7億2,893万円

754万円
4億6,230万円
2,809万円
4,870万円
39万円

6,329万円
181万円

収入未済額
508万円
1,049万円
284万円
899万円
2,598万円
6,221万円
14万円
234万円
99万円
660万円

H25徴収率
99.33%
41.77%
99.61%
40.33%
94.68%
28.09%

　　 99.72%
14.45%
98.47%
21.49%

H24徴収率
99.28%
36.33%
99.49%
36.76%
94.49%
26.72%
 99.93%
23.21%
98.92%
20.34%

現年度分
滞納繰越分
現年度分
滞納繰越分
現年度分
滞納繰越分
現年度分
過年度分
現年度分
滞納繰越分

町民税

固定資産税

国民健康保険税

保育料・幼稚園料

町営住宅使用料

税目／現年・滞納繰越別
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　三春町消防団秋季検閲式・消防ふれあいデーが 10 月 19 日（日）午前８時から 12 時まで三春町営グラウン
ドで開催されます。
　当日は、防災ヘリコプターによる林野火災防ぎょ訓練や自主防災会による初期消火訓練、郡山地方広域消防組
合と消防団による倒壊家屋救出訓練などを実施します。
　また、ラッパ隊による演奏、消防車両やパトカーの展示、誰でも参加できる煙体験ハウスなども予定しており
ます。皆さんお誘いあわせのうえ、ぜひ見学・体験にお越しください。

平成 26 年度　消防団秋季検閲式・消防ふれあいデー

◆ 日時  10 月 19 日（日）午前８時～
◆ 場所  三春町営グラウンド

問い合わせ先　総務課　自治防災グループ　☎ 62-1114

～ みなさんの大切な一票です。棄権しないで投票しましょう ～
　投票入場券を持参して、入場券に書かれている投票所で投票してください。投票時間は、午前７時から午後７
時までです。各個人宛てにハガキ型の入場券を郵送します。
★ 投票できる方

○ 平成６年 10 月 27 日までに生まれた方
○ 平成 26 年７月８日までに三春町に転入届を提出した方は、三春町で投票ができます。平成 26 年７月９日

以降に県内の市町村から転入届出をした方は、以前住んでいた市町村にお問い合わせください。
○ 日本国民である方

★ 期日前投票・不在者投票ができます
　投票日当日に投票所に行けない方は、期日前投票・不在者投票ができます。入場券をお持ちください。印鑑は必要ありません。
　また、入場券の裏面が期日前投票を行うための理由を記載する宣誓書になっていますので、記載のうえ期日前
投票所にお越しいただくと、待ち時間が少なく投票を行うことができます。
　期日前投票は、三春町役場と期日限定で岩江センターで行うことができます。

【期日前投票所の場所及び期日】
● 三春町役場（３階会議室）
　○ 期間　10 月 10 日（金）〜 25 日（土）までの 16 日間
　○ 時間　午前８時 30 分〜午後８時
● 岩江センター
　○ 期日　10 月 18 日（土）、19 日（日）、24 日（金）、25 日（土）の４日間
　○ 時間　午前８時 30 分〜午後５時
※ 岩江地区以外の方も岩江センターで期日前投票を行うことができます。
※ 岩江センターの場所については、広報みはる９月号をご覧ください。

問い合わせ先　三春町選挙管理委員会　☎ 62 － 2111 三春町マスコットキャラクター
「こまりん」

投票日　10 月 26 日（日）午前７時～午後７時
第 20 回福島県知事選挙

◆ 昨年度の防災訓練のようす
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棄
権
し
な
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に
行
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う
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！



災
害
応
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す

★ 

愛
西
市
（
愛
知
県
）
か
ら
後
任
の
災
害
応
援
職
員
が
着
任
し
ま
し
た

　

町
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
係
る
災
害
応
援
と
し
て
、
愛
知
県
の
愛
西
市
と
尾
張
旭
市
か

ら
職
員
の
応
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
４
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
期
間
で
愛
西
市
か
ら
派
遣
さ
れ
、
着
任
い

た
だ
い
て
い
た
猪
飼
政
和
さ
ん
が
、
派
遣
期
間
満
了
に
よ
り
愛
西
市
に
復
帰
さ
れ
ま
し
た
。

猪
飼
さ
ん
に
は
、
保
健
福
祉
課
の
業
務
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
猪
飼
さ
ん
の
後
任

と
し
て
、
愛
西
市
か
ら
伊
藤
毅
さ
ん
が
新
た
に
着
任
さ
れ
、
10
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で

の
期
間
、
保
健
福
祉
課
で
勤
務
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
し
ま
す
。

★ 

猪
飼
さ
ん
か
ら

　

４
月
に
愛
西
市
か
ら
三
春
町
に
派
遣
職
員
と

し
て
お
世
話
に
な
り
、
早
い
も
の
で
６
か
月
が

経
ち
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
は
親
切
に
し
て
い
た

だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

保
健
福
祉
課
で
の
一
般
事
務
職
と
し
て
の

勤
務
と
い
う
こ
と
で
、
直
接
的
に
災
害
の
復

旧
・
復
興
に
携
わ
る
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
三
春
町
職
員
の
一
員
と
し
て
働

く
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
貴
重
な
経
験
を
す

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
に
は
愛
西
市
に
復
帰
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
が
、
三
春
町
を
始
め
東
北
の
一
日
も
早
い

復
興
を
願
っ
て
い
ま
す
。
半
年
間
お
世
話
に
な

り
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。愛西市から災害応援いただいた猪飼さん

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
三
春
に
伝
わ
る

「
猫
騒
動
」
伝
説
と
歴
史
上
の
お
家
騒
動
を

テ
ー
マ
に
し
た
特
別
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

滋
野
多
兵
衛
の
切
腹
か
ら
始
ま
る
猫
騒
動

で
す
が
、
今
年
は
多
兵
衛
の
切
腹
か
ら
３
０
０

年
に
な
り
ま
す
。
展
示
で
は
、
伝
説
の
内
容
を

再
確
認
し
、
主
な
登
場
人
物
と
そ
の
時
代
背
景

を
整
理
し
た
上
で
、
騒
動
の
経
緯
を
た
ど
り
ま

す
。
そ
し
て
騒
動
の
後
、
秋
田
家
や
荒
木
家
に

起
こ
っ
た
種
々
の
事
件
を
検
討
し
、
お
家
騒
動

の
成
立
過
程
を
紹
介
し
ま
す
。

　

展
示
資
料
は
、
当
時
の
藩
主
・
秋
田
輝
季

や
、
多
兵
衛
が
仕
え
て
い
た
と
い
う
秋
田
就

季
、
そ
し
て
、
悪
役
の
家
老
と
し
て
登
場
す

る
荒
木
高
村
と
、
そ
の
子
で
新
藩
主
と
な
っ

た
秋
田
頼
季
ら
の
肖
像
画
や
書
画
な
ど
関
連

資
料
や
、
多
兵
衛
の
呪
い
な
ど
と
い
わ
れ
る

大
火
や
土
砂
崩
れ
、
藩
主
の
病
気
な
ど
に
関

係
す
る
出
土
品
や
古
文
書
な
ど
で
す
。

　

ほ
か
に
、
荒
木
家
の
一
族
や
多
兵
衛
の
養

父
が
三
春
大
神
宮
に
奉
納
し
た
絵
馬
や
、
秋

田
輝
季
が
真
照
寺
の
古
四
王
堂
を
再
建
し
た

棟
札
な
ど
も
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
展
に
関
連
し
て
、
猫
騒
動
の

歴
史
講
座
（
２
回
）、
城
下
町
の
史
跡
散
策

な
ど
も
実
施
し
ま
す
。

　

猫
騒
動
に
つ
い
て
知
ら
な
い
方
も
、
三
春

に
伝
わ
る
代
表
的
な
伝
説
を
紹
介
す
る
展
示

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼ 

期
間　
10
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
11
月
24
日
（
祝
・
月
）

▼ 

時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※ 

入
館
は
４
時
ま
で

▼ 

休
館
日　
月
曜
日
（
祝
祭
日
の
時
は
翌
日
）

▼ 

入
館
料　
一
般
・
大
学
生
５
０
０
円
、

　

小
中
高
校
生
２
５
０
円

※ 

10
月
25
日
（
土
）
は
東
北
文
化
の
日
を

　

記
念
し
て
入
館
料
が
無
料
で
す
。

★ 

歴
史
講
座
を
開
催
し
ま
す

▼ 

日
時　
10
月
18
日
（
土
）・
25
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
12
時

▼ 

場
所　
資
料
館
研
修
室
（
事
前
に
申
し

　

込
み
が
必
要
で
す
）

★ 

史
跡
散
策
を
開
催
し
ま
す

▼ 

日
時　
11
月
８
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
12
時

▼ 

集
合
場
所　
役
場
東
側
駐
車
場
集
合

▼ 

申
込
・
問　
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
　
　
　

 

☎
62-

５
２
６
３

「
三
春
猫
騒
動 

― 

お
家
騒
動
か
ら
怪
談
へ 

―
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
開
催
し
ま
す

★ 尾張旭市
尾張旭市は、愛知県の北西部に位置し、
尾張丘陵とこれを開いた矢田川の流域
に広がっています。
○ 面積：21.03k ㎡

（尾張旭市勢要覧より抜粋）

★ 愛西市
愛西市は、愛知県の西部に位置し岐阜
県と三重県に接する西の玄関口となっ
ています。
○ 面積：66.63k ㎡

（愛西市勢要覧より抜粋）

7
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第
11
回
三
春
秋
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す

　

三
春
町
へ
避
難
さ
れ
て
い
る
葛
尾
村
と
富
岡
町
と
の
共
催
事
業
と
し
て
、
第
11
回
三
春
秋
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
展
示
や
販
売
、
旬
の
食
材
を
使
っ
た
出
店
が
並
び
、
誰
も

が
「
来
て
・
見
て
・
参
加
し
て
」
楽
し
い
ま
つ
り
で
す
。
今
月
号
で
は
、
見
ど
こ
ろ
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

◆ 
日
時　
11
月
１
日
（
土
）・
２
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

※ 
１
日
は
午
前
９
時
30
分
よ
り
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
す
。

◆ 
場
所　
三
春
町
運
動
公
園

ス
テ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー

︵
屋
外
ス
テ
ー
ジ
︑
町
民
体
育
館
︶

　

町
民
体
育
館
内
で
は
町
内
学
校
の
合
奏

や
合
唱
、
屋
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
プ
ロ
や
ア
マ

チ
ュ
ア
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
、キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

シ
ョ
ー
、
湯
ど
う
ふ
食
べ
く
ら
べ
大
会
な
ど
、

盛
り
だ
く
さ
ん
の
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
す
。

町
営
バ
ス
運
行

　

11
月
１
日
（
土
）
は
通
常
運
行
バ
ス
代
分

の
秋
ま
つ
り
売
店
利
用
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

　

11
月
２
日
（
日
）
は
三
春
秋
ま
つ
り
開
催

の
た
め
、
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
駐
車
場
ま
で
町

営
バ
ス
を
運
行
い
た
し
ま
す
。
バ
ス
は
無
料

で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
昼
間
お
よ
び
町
中
循
環
コ
ー
ス
の

運
行
と
な
り
、
朝
晩
コ
ー
ス
は
運
行
し
ま
せ

ん
。（
昼
間
の
コ
ー
ス
も
、
17
時
以
降
の
便

は
運
行
し
ま
せ
ん
。）

　

ま
た
、
町
民
体
育
館
前
の
道
路
が
通
行
止

め
に
な
り
ま
す
の
で
、
三
春
中
学
校
発
着
を

町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
発
着
と
し
ま
す
。

　

町
中
循
環
コ
ー
ス
は
、
通
行
止
め
の
た

め
、
町
営
グ
ラ
ン
ド
東
の
バ
ス
停
は
通
り
ま

せ
ん
。
泉
沢
バ
ス
停
を
通
り
、
桜
ヶ
丘
４
丁

目
バ
ス
停
を
通
る
ル
ー
ト
と
な
り
ま
す
。
お

間
違
え
の
な
い
よ
う
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
４
７

　
　
　

 

バ
ス
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

２
０
２
０

展
示
コ
ー
ナ
ー︵
町
民
体
育
館
︶

　

町
内
の
企
業
・
団
体
の
製
品
・
商
品
・
作

品
の
展
示
や
販
売
、
姉
妹
都
市
等
の
観
光
・

物
産
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。（
約
20
ブ
ー
ス
）

　

新
鮮
な
農
産
物
や
移
動
販
売
車
に
よ
る
販

売
の
ほ
か
、
三
春
な
ら
で
は
の
グ
ル
メ
を
味

わ
え
ま
す
。（
約
40
ブ
ー
ス
）

販
売
・
展
示
コ
ー
ナ
ー

︵
運
動
公
園
駐
車
場
・
町
民
体
育
館
前
駐
車
場
︶

　

動
物
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
、
水
引
細
工
の

ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り
、
親
子
で
匠
の
技
を
学

ぶ
木
工
細
工
づ
く
り
が
体
験
で
き
ま
す
。

体
験
コ
ー
ナ
ー

︵
三
春
中
学
校
校
庭
及
び
談
話
室
︶

こ
ま
り
ん
を
探
せ
！

　

会
場
内
に
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
こ
ま
り
ん
」
の
イ
ラ
ス
ト
が
隠
さ
れ

て
い
ま
す
。
５
か
所
の
イ
ラ
ス
ト
を
見
つ
け

る
と
、
記
念
品
が
も
ら
え
ま
す
。（
本
部
隣

に
て
受
付
、
２
日
の
み
開
催
）

参
加
者
大
募
集

◆ 

湯
ど
う
ふ
食
べ
く
ら
べ
大
会

　

〜
今
年
も
熱
い
戦
い
が
や
っ
て
く
る
〜

▼ 

豪
華
景
品
多
数
あ
り

▼ 

参
加
費　
無
料
（
事
前
予
約
・
先
着
20
名
）

▼ 

申
込
期
限　
10
月
17
日
（
金
）

▼ 

申
込
・
問　
三
春
町
商
工
会
☎
62-

３
５
２
３

◆ 

体
験
コ
ー
ナ
ー
（
談
話
室
）

※ 都合により出演者、スケジュールが変更
　となる場合があります。

農
産
物
品
評
会
︵
町
民
体
育
館
︶

　

三
春
町
内
で
採
れ
た
各
農
家
自
慢
の
一
品

の
農
産
物
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

出演内容

オープニングセレモニー

ウルトラヒーローショー

紅晴美ミニコンサート

ハピネスチャージ
プリキュア！ショー

松村和子歌謡ショー
閉会式

湯どうふ食べくらべ大会

期日

11月１日
（土）

11月２日
（日）

◆ 主な出演内容
出演時間（予定）

午前9時30分

午前11時10分
午後1時30分

正午

午前10時30分
午後1時30分

午後２時30分
午後４時00分

正午

交
通
規
制
・
駐
車
場

　

開
催
中
は
、
町
営
運
動
場
線
第
２
保
育
所

前
か
ら
三
春
町
運
動
公
園
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

入
口
ま
で
の
区
間
が
、
午
前
９
時
30
分
か
ら

午
後
４
時
ま
で
車
輌
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。

　

駐
車
場
は
、
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問い合わせ先　三春秋まつり実行委員会事務局（産業課商工観光グループ内）　☎ 62-3960

昨年度の
湯どうふ食べくらべ大会のようす

抽
選
会
︵
談
話
室
︶

　

会
場
内
の
店
舗
で
お
買
い
上
げ
５
０
０
円
ご

と
に
１
枚
抽
選
補
助
券
を
進
呈
し
ま
す
。
３
枚

集
め
る
と
１
回
抽
選
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

イベント名

日時

内容

参加料
申込期限

申込・問

　 

建築大工業組合の指導
による木工細工づくり

　　　無料

　   当日申込

産業課 商工観光グループ
☎ 62-3960

 伝統工芸水引細工を
 利用したオリジナルス
 トラップづくり
　　200円

　  当日申込

三春交流館「まほら」
☎ 62-3837

11月２日（日）11月１日（土）・
２日（日）

水引ストラップづくり 親子木工教室
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今
年
の
春
は
、
三
春
滝
桜
へ
約
22
万
３
千
人
の
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
あ
っ
た
23
年
は
15
万
人
、
24
年
は
21
万
人
、
昨
年
は
23
万
人
で
し

た
の
で
、
昨
年
よ
り
若
干
減
少
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、22
年
度
か
ら
導
入
し
た
「
滝
桜
観
桜
料
」
は
、皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、

５
、６
８
９
万
円
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

こ
の
収
入
は
、
期
間
中
の
臨
時
駐
車
場
の
運
営
や
周
辺
の
交
通
整
理
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運

行
や
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
実
施
な
ど
の
費
用
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
年

間
を
通
し
て
の
滝
桜
保
護
保
存
、
滝
桜
周
辺
地
区
・
道
路
の
清
掃
・
草
刈
り
な
ど
の
維
持
管

理
費
、
三
春
町
の
観
光
振
興
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

❶ 滝桜指定管理業務委託
　　観光協会をとおしてのシーズン中の観光客受入れ費用（仮設トイレ設置・
　管理、警備員配置、案内板設置、渋滞対策の臨時バス運行など）
❷ 滝桜周辺施設などの維持管理費
　　滝桜シーズン中および年間をとおしての周辺地区・道路等の清掃、草刈り、
　土地借上げなど周辺施設等の維持管理費用
❸ 滝桜保護保存事業
　　滝桜の施肥や病害虫予防、冬期雪害対策などの保護保存費用
❹ 観光振興事業
　　滝桜を含めた、三春町全体の観光 PR 事業費用

▼ 

平
成
26
年
度
滝
桜
観
桜
料
収
支
グ
ラ
フ

今
春
の
滝
桜
観
桜
料
の
収
支

▼ 

問　
産
業
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎ 

62-

３
９
６
０

秋
ま
つ
り
に
献
血
車
が

　
　
　
　
　
や
っ
て
き
ま
す

　

巡
回
献
血
車
が
来
町
し
ま
す
。
11
月
は
、

秋
ま
つ
り
会
場
に
お
い
て
骨
髄
バ
ン
ク
へ
の

ド
ナ
ー
登
録
会
を
同
時
に
実
施
し
ま
す
。

　

骨
髄
バ
ン
ク
事
業
は
、
白
血
病
や
血
液
難

病
な
ど
の
患
者
さ
ん
を
救
命
す
る
た
め
に
欠

か
せ
な
い
公
的
事
業
で
す
。

　

骨
髄
移
植
を
待
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
は
、

ま
だ
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
ひ
と
り
で
も
多
く

の
患
者
さ
ん
に
適
合
し
た
ド
ナ
ー
登
録
者
を

み
つ
け
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

日
時　
11
月
１
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　

午
後
０
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼ 

場
所　
三
春
秋
ま
つ
り
会
場

▼ 

献
血
で
き
る
方　
16
歳
か
ら
64
歳
ま
で

　

の
健
康
な
方
（
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
間

　

に
献
血
を
し
た
こ
と
が
あ
る
方
は
69
歳
ま

　

で
献
血
が
で
き
ま
す
。）

▼ 

ド
ナ
ー
登
録
で
き
る
方

▽ 

18
歳
か
ら
54
歳
ま
で
の
健
康
な
方

▽ 

骨
髄
提
供
の
内
容
を
十
分
に
理
解
し
て

　

い
る
方

▽ 

体
重
が
男
性
45
㎏
以
上
／
女
性
40
㎏
以

　

上
の
方

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０

三
春
大
神
宮
祭
礼
に
伴
う

　

  

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

　

三
春
大
神
宮
祭
礼
が
、
10
月
11
日
（
土
）・

12
日
（
日
）
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

11
日
は
、
午
前
10
時
か
ら
祭
典
が
開
催
さ

れ
、
午
後
２
時
か
ら
剣
道
協
会
に
よ
る
少
年

剣
道
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
午
後
３
時

か
ら
狐
の
種
ま
き
（
楽
人
に
よ
る
お
菓
子
配

布
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

12
日
の
本
祭
の
還
御
に
は
、
荒
町
の
荒
獅

子
、
子
ど
も
神
輿
や
若
連
神
輿
、
山
車
な
ど

が
、
旧
三
春
中
学
校
下
か
ら
三
春
大
神
宮
ま

で
を
練
り
歩
き
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
12
日
は
交
通
規
制
が
行
わ

れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
露
店
の
出
店
場
所
で
あ
る
八
幡
町

裏
通
り
線
（
大
神
宮
橋
〜
八
幡
橋
）
で
は
、

２
日
間
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
併

せ
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

交
通
規
制
日
時　

　
10
月
12
日
（
日
）
午
後
５
時
30
分
〜
10
時

▼ 

交
通
規
制
区
間　

▽ 

県
道
本
宮
三
春
線

　

成
田
接
骨
院
前
交
差
点
〜
大
町
三
ツ
角

▽ 

国
道
２
８
８
号

　

大
町
四
ツ
角
〜
八
幡
町
お
ど
り
場

▽ 

町
道
渋
池
線

▽ 

町
道
八
幡
町
裏
通
り
線

▼ 

規
制
内
容　
車
両
通
行
止
め

▼ 

問　
三
春
町
明
る
い
祭
礼
推
進
委
員
会

　
　
　

 （
産
業
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ
内
）

　
　
　

 

☎
62-

３
９
６
０

滝桜観桜料
の使いみち

5,689万円

❷滝桜周辺施
　設などの維
　持管理費　
　884万円

❸滝桜保護保存事業
46万円

❹観光振興事業
194万円

❶滝桜指定管理業務委託
4,565万円



　

平
成
27
年
４
月
か
ら
の
保
育
所
・
幼
稚
園
の
入
所
・
入
園
申
込
み
を
開
始
し
ま
す
。

▼ 

注
意
事
項

▽ 

入
所
の
決
定
は
、
申
込
み
受
付
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽ 

施
設
の
規
模
や
申
込
み
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
は
、
入
所
審
査
を
行
い
、
入
所
い
た
だ
く
施

設
を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
、
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

▽ 

入
所
・
入
園
当
初
は
、
お
子
さ
ん
の
心
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
２
週
間
程

度
の
短
縮
保
育
（
慣
ら
し
保
育
）
が
あ
り
ま
す
。

※ 

18
歳
以
下
（
高
校
３
年
生
ま
で
）
の
児
童
を
３
人
以
上
養
育
し
て
い
る
世
帯
の
３
人

　

目
以
降
の
お
子
さ
ん
の
入
所
・
入
園
の
場
合
に
は
、
保
育
料
は
免
除
に
な
り
ま
す
︒

▼ 
第
１
保
育
所
（
担
橋
）

　
☎
62-
３
８
３
９　
定
員

120
名

▼ 

第
２
保
育
所
（
貝
山
）

　
☎
62-
２
７
４
８　
定
員
80
名

　

保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
次
の
い
ず
れ
か
の
事

情
に
よ
り
、
子
ど
も
の
保
育
を
必
要
と
す
る
場
合

① 

家
庭
外
や
家
庭
内
（
家
事
以
外
の
仕
事
）

　

で
仕
事
を
し
て
い
る
場
合

② 

出
産
前
か
出
産
後
間
が
な
い
こ
と

③ 

病
気
、
負
傷
、
心
身
に
障
が
い
が
あ
る
場
合

④ 

同
居
の
親
族
（
長
期
間
入
院
等
を
し
て
い
る
場
合
も

　

含
む
。）
を
常
時
介
護
ま
た
は
看
護
し
て
い
る
場
合

⑤ 

震
災
、
風
水
害
、
火
災
等
の
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る
場
合

⑥ 

求
職
活
動
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
場
合

⑦ 

学
校
ま
た
は
職
業
訓
練
校
に
在
学
し
て
い
る
場
合

⑧ 

虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

⑨ 

育
児
休
業
取
得
中
に
、
既
に
保
育
を
利
用
し

　

て
い
る
子
が
い
て
継
続
利
用
が
必
要
な
場
合

対
象
と
な
る
児
童

保
育
す
る
時
間

▼ 

月
～
金
曜
日（
時
間
外
保
育
時
間
を
含
む
）

▽ 

第
１
保
育
所

　

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
５
時
45
分

▽ 

第
２
保
育
所

　

午
前
７
時
15
分
〜
午
後
５
時
45
分

▼ 

土
曜
日
（
時
間
外
保
育
時
間
を
含
む
）

▽ 

第
１
保
育
所

　

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
５
時
45
分

▽ 

第
２
保
育
所

　

午
前
７
時
15
分
〜
午
後
０
時
30
分

※ 

第
２
保
育
所
の
朝
の
時
間
外
保
育
は
、
１

　

歳
児
か
ら
実
施

▼ 

延
長
保
育

▽ 

対
象
年
齢　
満
１
歳
以
上

▽ 

日
時　
月
〜
金
曜
日 

午
後
７
時

町
立
認
可
保
育
所

保
育
料
（
月
額
）

　

平
成
26
年
度
ま
た
は
平
成
27
年
度
の
町
民

税
の
額
の
区
分（
階
層
区
分
に
よ
る
基
準
額
）

に
基
づ
き
決
定
し
ま
す
。

▼ 
延
長
保
育
料　
月
額
３
、０
０
０
円

※ 

保
育
日
数
が
１
か
月
に
15
日
以
内
の
場

　

合
は
、
日
額
２
０
０
円

▼ 

昼
食 

給
食　

※ 

３
歳
以
上
の
児
童
に
つ
い
て
は
、
主
食

（
ご
は
ん
、
パ
ン
な
ど
）
の
持
参
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

◆ 
申
込
期
間　
10
月
１
日（
水
）～
10
月
31
日（
金
）

▼ 

北
保
育
所
（
北
成
田
）

　
☎
62-

４
１
３
３　
定
員
40
名

　

平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
で
満
３
歳
以
上

の
児
童

対
象
と
な
る
児
童

認
可
外
保
育
所

保
育
す
る
時
間

▼ 

月
～
金
曜
日（
時
間
外
保
育
時
間
を
含
む
）

　
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▼ 

土
曜
日
（
時
間
外
保
育
時
間
を
含
む
）

　
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

▼ 

延
長
保
育
（
有
料　
定
員
15
名
）

　

月
〜
金
曜
日　

午
後
６
時
ま
で

保
育
料
（
月
額
）

▼ 

保
育
料　
月
額
５
、９
０
０
円

※ 

町
民
税
額
等
に
よ
り
軽
減
さ
れ
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

▼ 

延
長
保
育
料　
月
額
３
、０
０
０
円

※ 

保
育
日
数
が
１
か
月
に
10
日
以
内
の
場

　

合
は
、
日
額
３
０
０
円

▼ 

入
所
料　
入
所
時
５
、０
０
０
円

▼ 

昼
食 

給
食　
平
成
26
年
度
の
給
食
費
は

　

年
額
４
２
、５
５
０
円
、
土
曜
日
や
小
学

　

校
が
長
期
休
業
期
間
中
は
、
給
食
は
あ
り

　

ま
せ
ん
。

⑩ 

①
か
ら
⑨
に
類
す
る
状
態
に
あ
る
場
合

▼ 

年
齢
（
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
）

▽ 

第
１
保
育
所　
満
１
歳
か
ら

▽ 

第
２
保
育
所　
生
後
６
か
月
を
超
え
て
か
ら

　

町
で
は
、
保
育
所
に
お
け
る
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図
る
た
め
、
認
可
保
育
所

（
第
１
保
育
所
）
の
公
設
民
営
化
（
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
）
に
向
け
て
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
公
益
財
団
法

人
星
総
合
病
院
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

第
１
保
育
所
で
の
新
た
な
保
育
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
、延
長
保
育
（
午
後
７
時
ま
で
）

や
土
曜
１
日
保
育
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

丁
寧
な
引
継
ぎ
を
行
い
、
お
子
さ
ん
の

負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

平
成
27
年
４
月
か
ら
三
春
町

第
１
保
育
所
の
運
営
を
行
う

指
定
管
理
者
が
、
公
益
財
団

法
人
星
総
合
病
院
に
決
定
し

ま
し
た
。

10

保
育
所
・
幼
稚
園
の
園
児
を
募
集
し
ま
す

平
成
27
年
度
の



▼ 

各
保
育
所
・
各
幼
稚
園

▼ 

教
育
課 

幼
児
教
育
グ
ル
ー
プ

▼ 

役
場
１
階
窓
口
（
日
曜
窓
口
で
も
受
付
）

▼ 

問　
教
育
課 

幼
児
教
育
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎ 

62-

８
１
１
９

申
込
用
紙
・
申
込
先

▼ 
岩
江
幼
稚
園
（
上
舞
木
）

　
☎
０
２
４-

９
５
６-

４
１
３
３　
定
員

120
名

▼ 

中
郷
幼
稚
園
（
柴
原
）

　
☎
62-

２
８
７
５　
定
員
60
名

幼
稚
園

　

平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
で
満
３
歳
以
上

の
児
童

対
象
と
な
る
児
童

保
育
す
る
時
間

▼ 

月
～
金
曜
日（
時
間
外
保
育
時
間
を
含
む
）

▽ 

岩
江
幼
稚
園　

　

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
１
時
半
頃
ま
で

▽ 

中
郷
幼
稚
園　
　

　

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
２
時
頃
ま
で

▼ 

預
か
り
保
育

▽ 

月
～
金
曜
日　
午
後
６
時
ま
で

▽ 

土
曜
日　
午
前
７
時
30
分
か
ら
午
後
１
時
30
分

保
育
料
（
月
額
）

▼ 

保
育
料　
月
額
５
、９
０
０
円

※ 

町
民
税
額
等
に
よ
り
軽
減
さ
れ
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

▼ 

預
か
り
保
育
料　
月
額
６
、０
０
０
円

※ 

保
育
日
数
が
１
か
月
に
10
日
以
内
の
場

　

合
は
、
日
額
５
０
０
円

▼ 

入
園
料　
入
園
時
５
、０
０
０
円

▼ 

昼
食　

▽ 

岩
江
幼
稚
園　

給
食
（
平
成
26
年
度
給

　

食
費
は
年
額
３
９
、２
４
５
円
）

認
定
こ
ど
も
園
三
春
幼
保
園
の
入
園
案
内

　

学
校
法
人
三
春
学
園
で
は
、
三
春
幼
保
園

（
三
春
幼
稚
園
・
光
の
子
保
育
園
）
の
入
園

申
し
込
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

光
の
子
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年

度
か
ら
私
立
認
定
保
育
所
に
な
り
、
保
育
料

は
町
の
認
可
保
育
料
と
同
じ
で
、
住
民
税
額

の
区
分
（
階
層
区
分
に
よ
る
基
準
額
）
に
基

づ
き
決
定
し
ま
す
。
対
象
は
、
生
後
６
か
月

か
ら
で
す
。
申
し
込
み
は
、
直
接
保
育
園
へ

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

月
曜
日
は
、
オ
ー
プ
ン
保
育
と
な
っ
て
お

り
、
午
前
中
見
学
が
可
能
で
す
。

▼ 

問　
三
春
学
園

　
　
　

 

☎ 

62-

２
５
４
８

※ 
平
成
27
年
４
月
か
ら
の
「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
新
制
度
」
に
よ
り
、
内
容
が
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は

改
め
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽ 

中
郷
幼
稚
園　

給
食
（
平
成
26
年
度
給

　

食
費
は
年
額
４
０
、１
８
５
円
）

※ 

土
曜
日
や
小
学
校
が
長
期
休
業
期
間
中

　

は
、
給
食
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

１
食
あ
た
り
の
単
価
は
２
３
５
円
で
両

　

園
と
も
同
じ
で
す
。

保
育
所
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も

園
等
を
利
用
す
る
た
め
の
申
請
書

の
提
出
に
つ
い
て

　

子
ど
も
・
子
育
て
を
め
ぐ
る
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
、平
成
24
年
８
月
に
「
子
ど
も
・

子
育
て
関
連
３
法
」
が
成
立
し
、
こ
れ
に
基

づ
く
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
が
、

平
成
27
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
平
成
27
年
度
か
ら
保
育

所
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
等
の
利
用
を

希
望
す
る
保
護
者
の
方
に
は
、
施
設
利
用
の

た
め
の
申
請
書
（
支
給
認
定
申
請
書
）
を
町

に
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
お
子
さ
ん
の
年
齢
や
保
護
者
の

方
の
就
労
状
況
に
よ
り
、
３
つ
の
区
分
の
認

定
を
行
い
ま
す
。

▼ 

提
出
方
法　

▽ 

幼
稚
園
等
を
利
用
希
望
の
場
合（
１
号
認
定
）

　

幼
稚
園
等
を
通
じ
て
、
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▽ 

保
育
所
等
を
利
用
希
望
の
場
合（
２
号
認
定
、３
号
認
定
）

　

申
込
書
と
い
っ
し
ょ
に
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※ 

す
で
に
町
内
の
施
設
に
入
所
・
入
園
さ
れ

　

て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
施
設
か
ら
申
請

　

書
の
用
紙
を
お
配
り
し
ま
す
。

▼ 

問　
教
育
課 

幼
児
教
育
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎ 

62-

８
１
１
９

利用施設内容認定区分

１号認定
お子さんが満３歳以上で、幼稚園等で
教育（保育）を希望される場合

2号認定
お子さんが満３歳以上で、「保育の必
要な事由」に該当し、保育所等での保
育（教育）を希望される場合

3号認定
お子さんが満３歳未満で、「保育の必
要な事由」に該当し、保育所等での保
育（教育）を希望される場合

幼稚園
認定こども園

保育所
認定こども園

保育所
認定こども園
地域型保育

▶ ３つの認定区分

※ 新制度に移行しない施設を利用する場合は、今までどおり
ですので、申請書を提出する必要はありません。新制度に移行
するかどうかについては、それぞれの施設に確認してください。

　

中
郷
小
学
校
で
は
、
福
島
県
の
「
い
た
だ

き
ま
す
。
ふ
く
し
ま
さ
ん
事
業
」
補
助
金
を

活
用
し
、
県
内
の
お
い
し
い
農
産
物
を
献
立

に
取
り
入
れ
た
、
保
護
者
向
け
の
給
食
試
食

会
を
実
施
し
ま
し
た
。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に

楽
し
く
食
事
を
し
な
が
ら
、
福
島
県
の
旬
の

食
材
や
給
食
の
良
さ
を
保
護
者
の
方
々
に

知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

給
食
試
食
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
たみんなで食べるとおいしいね！

▼ 

問　
教
育
課 

学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

６
３
１
０

11



　

10
月
20
日
（
月
）
か
ら
26
日
（
日
）
ま
で

の
一
週
間
は
、「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

　

行
政
相
談
は
、
役
所
（
国
、
県
及
び
市
町
村
）

や
特
殊
法
人
な
ど
の
仕
事
に
関
し
て
、
苦
情
や

困
っ
て
い
る
こ
と
、
心
配
な
こ
と
、
わ
か
ら
な
い

こ
と
、
要
望
し
た
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に

応
じ
、
そ
の
解
決
を
お
手
伝
い
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
今
月
は
行
政
書
士
無
料
相
談
と
合
同
で

開
設
さ
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

● 

行
政
書
士
無
料
相
談
合
同
実
施

▼ 

相
談
内
容　
遺
言
・
相
続
関
係
・
離
婚

　

関
係
・
契
約
関
係
・
土
地
建
物
関
係
・
営

　

業
許
可
関
係
・
自
動
車
関
係
・
債
権
・
債

　

務
関
係
・
交
通
事
故
関
係
な
ど

▼ 

問　
福
島
県
行
政
書
士
会

　
　

 　

☎
０
２
４-
９
４
２-

２
０
０
１

　
　
　

 

住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　
　

 　

☎
62-

８
１
２
６

湯峰初夫さん
（御祭）

☎ 62-2391

長谷川ミサ子さん
（八島台）
☎ 62-6107

▼ 

日
時　
10
月
14
日
（
火
）

　
　
　

 　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

▼ 

場
所　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
南
町
）

● 
行
政
相
談
委
員
・
行
政
書
士
に
よ
る

　
無
料
合
同
相
談
会

▼ 

三
春
町
の
行
政
相
談
員

行
政
相
談
週
間

に
こ
に
こ
元
気
塾
通
信

　
　
　
　
　
　
　
沢
石
地
区
の
紹
介

▼ 

申
込
・
問　
社
会
福
祉
協
議
会　

　
　
　
　
　
　
　

☎ 

62-

３
９
５
０

　

好
評
開
催
中
の
に
こ
に
こ
元
気
塾
で
す
が
、
今
回
は
沢
石
地
区
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

元
気
を
維
持
す
る
た
め
、
沢
石
会
館
で
毎
週
木
曜
日
10
時
か
ら
運
動
や
口
腔
、
栄
養
な
ど

に
つ
い
て
専
門
の
先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
沢
石
は
全
員
で
31
名
の
方
が
登
録

し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
４
名
が
男
性
で
す
。
見
学
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
覗
い

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

に
こ
に
こ
元
気
塾
は
65
歳
以
上
の
お
元
気
な
方
が
対
象
で
す
。
に
こ
に
こ
元
気
塾
の
申
込

み
は
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
電
話
で
も

受
付
可
能
で
す
。

伊
藤
木
作
さ
ん
（
実
沢
）

　
介
護
予
防
に
な
っ
て
お
り
﹆
体

調
が
悪
化
せ
ず
に
生
活
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に
食
べ
る
昼

食
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
お
り

美
味
し
い
で
す
。

佐
久
間
ウ
マ
ヨ
さ
ん（
実
沢
）

　
皆
さ
ん
と
の
オ
シ
ャ
ベ
リ
も
楽

し
く
﹆
運
動
や
脳
ト
レ
プ
リ
ン
ト

も
脳
の
活
性
化
に
役
立
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
ス
タ
ッ
フ
の
優
し
い
心

く
ば
り
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

佐
久
間
栄
子
さ
ん
（
富
沢
）

　

毎
週
楽
し
み
に
来
て
い
ま

す
。
運
動
を
続
け
て
い
る
う
ち

に
体
調
が
良
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
参
加
し
て

い
き
た
い
で
す
。

渡
辺
喜
美
子
さ
ん
（
富
沢
）

　
に
こ
に
こ
元
気
塾
で
教
え
て
い

た
だ
い
た
運
動
を
す
る
と
体
が
軽

く
な
り
﹆
曲
が
り
か
け
た
腰
も
伸

び
て
き
て
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

岩　江
中　妻
要　田

三　春

沢　石
御木沢
中　郷

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

岩江センター
中妻地区公民館
要田交流館大平荘
保健センター
八島台集会所

沢石会館
駅前集会所

中郷地区交流館

曜日地区 会場 10月開催日
6日・20日・27日

7日・14日・21日・28日

1日・8日・22日・29日
1日・15日・22日・29日
2日・9日・16日・23日

3日・10日・17日・24日

10日・17日・24日・31日

◆「にこにこ元気塾」地区別開催日一覧※ 

10
月
13
日
（
月
）
は
祝
日
の
た
め
お

　

休
み
で
す
。
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中
妻
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
現
在
団
員
は
２

年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
、男
子
８
名
、女
子
３
名
、

合
計
11
名
で
、
影
山
団
長
を
中
心
と
し
、
佐
藤

監
督
及
び
ス
タ
ッ
フ
の
指
揮
の
も
と
練
習
に
励

み
各
種
大
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

練
習
は
、
土
曜
日
の
午
前
中
に
中
妻
小
で
、
日
曜

日
の
午
前
中
に
旧
桜
中
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
日

曜
日
の
練
習
で
は
中
妻
地
区
の
大
人
の
チ
ー
ム
で

あ
る
Ｎ
Ｓ
Ｔ
の
メ
ン
バ
ー
と
合
同
で
練
習
又
は
練

習
試
合
を
す
る
こ
と
も
あ
り
、
地
域
一
体
型
の
チ
ー

ム
で
す
。
ま
た
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
以
外
に
も
適
宜
の

時
期
に
親
子
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

や
芋
煮
会
、
冬
期
間
は
体
育
館
で
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

等
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
試
合
は
、
主
に
田
村
地

域
内
の
大
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
今
年
常
葉
町

で
実
施
さ
れ
た
か
ぶ
と
虫
杯
で
は
優
勝
し
ま
し
た
。

　

な
お
現
在
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
練
習
見
学
や

飛
び
入
り
練
習
い
つ
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
の
で
、
や
る
気

の
あ
る
方
は
ス
タ
ッ
フ
・
保
護
者
・
団
員
ま
で
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
。　

保
護
者
会
長　

吉
田
昇

中
妻
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
ご
紹
介

中妻スポーツ少年団の皆さん

▼ 

問　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　
　

 　

☎
62-

３
８
３
７



● 町内小中学校等・主な施設・都市公園等の環境放射線量測定値

平成23年
５月23日
0.58
0.78
0.50
1.05
1.18
0.61
0.39
0.59
1.23
0.66
0.50
0.95
1.11
0.36
0.69

（0.13）
（0.11）
（0.09）
（0.14）
（0.13）
（0.12）
（0.11）
（0.12）
（0.16）
（0.15）
（0.12）
（0.29）
（0.21）
（0.12）
（0.15）

平成26年
9月9日

平成26年
8月12日

1
2
3
4
5
6
7
8
９
10
11
12
13
14
15

三春小学校
沢石小学校
要田小学校
御木沢小学校
岩江小学校
中妻小学校
中郷小学校
三春中学校
岩江中学校
第一保育所
第二保育所
北保育所
岩江幼稚園
中郷幼稚園
三春幼稚園

No. 測定施設
測定値

0.11
0.11
0.09
0.13
0.10
0.14
0.09
0.10
0.14
0.12
0.14
0.12
0.14
0.11
0.11

（0.08）
（0.09）
（0.08）
（0.09）
（0.08）
（0.07）
（0.10）
（0.09）
（0.11）
（0.08）
（0.06）
（0.10）
（0.08）
（0.09）
（0.07）

0.12
0.11
0.10
0.12
0.12
0.14
0.10
0.11
0.15
0.12
0.14
0.13
0.16
0.11
0.12

（0.07）
（0.09）
（0.08）
（0.10）
（0.08）
（0.07）
（0.09）
（0.10）
（0.11）
（0.07）
（0.06）
（0.10）
（0.09）
（0.10）
（0.07）

◆ 中妻地区仮置き場の空間線量測定結果

1cm高
0.11
0.13
0.10
0.11
0.20
0.34
0.12
0.13
0.13
0.16

遊具砂場
1
2
3
4
5
6
7
8
９
10

担橋公園
河原公園
田畑公園
中央公園
一本松公園
城山公園
庚申坂公園
番組公園
八十内公園
ばんとう緑地

No. 測定施設 平成26年9月3日

0.11
0.14
0.11
0.13
0.25
0.25
0.11
0.13
0.11
0.25

0.14
0.21
-
0.13
0.18
-
0.10
0.12
0.12
-

● 環境放射線量に関する問い合わせ先
○ 学校などの施設
　教育課 学校教育グループ 　
　☎ 62-6310
○ 学校以外の施設／仮置き場
　除染対策課
　☎ 62-1122
○ 都市公園　
　建設課 都市グループ 
　☎ 62-2113

● 仮置き場の空間線量測定値

◆ 北部三地区仮置き場の空間線量測定結果

測定点①
0.17
0.12
0.12
0.14

測定点② 測定点③ 測定点④ 測定点⑤ 測定点⑥ 測定点⑦
0.17
0.13
0.14
0.15

0.13
0.13
0.13
0.13

0.13
0.12
0.12
0.11

0.12
0.13
0.10
0.12

0.12
0.13
0.13
0.14

0.12
0.09
0.10
0.08

平成26年8月6日
平成26年8月11日
平成26年8月20日
平成26年8月27日

測定日

　現在、町で独自に測定している小中学校、保育所、幼稚園、主な施設や都市公園の環境放射線量測定値をお知らせします。
※ 単位はマイクロシーベルト／時間です。
※ 町内小中学校等・主な施設の環境放射線量の測定は、地上１メートルで計測しています。
※ 町内小中学校等の空間線量測定結果のかっこ内は室内の数値です。
※ 都市公園等空間線量測定結果の施設３、６、10 には砂場がありません。

　現在、除去土壌等の受入れを行っている北部三地区と中妻地区の仮置き場、受入れを開始した中郷地区と三春地区の
仮置き場の空間線量の測定結果をお知らせします。また、地下水などの放射性物質検査も実施しており、すべての仮置
き場の井戸や調整池など、いずれも検出限界値未満となっています。（単位：マイクロシーベルト／時間）
※ 仮置き場平場周りなどの数か所を測定しています。

 環境放射線量測定値をお知らせします

平成23年
５月23日

平成26年
9月8日

平成26年
8月14日

16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32

JAたむら御木沢センター
七草木集会所
田村西部環境センター
垢潜集落センター
実沢５区集会所
南成田集会所
要田交流館大平荘
三春浄水場
花見ケ丘公園
過足集会所
狐田集会所
三春ダム（左岸）
斎藤集会所
鷹巣公民館
下舞木２区集会所
山田沫蕩神社駐車場
三春町清掃センター

No. 測定施設など
測定値

1.30
1.12 
1.30
1.07 
0.85
0.52 
0.65 
0.41 
0.38 
0.59 
0.45 
0.54 
0.49
0.77 
1.33 
1.03
0.75 

0.31
0.16
0.23
0.16
0.14
0.13
0.18 
0.18
0.17 
0.16 
0.18
0.23 
0.13
0.14 
0.34 
0.34
0.29 

0.32
0.16
0.23
0.16
0.13
0.14
0.18 
0.18
0.18 
0.16 
0.18
0.23 
0.15
0.13 
0.35 
0.34
0.30 

◆ 町内小中学校等の空間線量測定結果 ◆ 主な施設の空間線量測定結果 ◆ 都市公園等の空間線量測定結果

測定点①
0.12
0.11
0.10
0.11

測定点② 測定点③ 測定点④
0.15
0.15
0.14
0.15

0.10
0.10
0.10
0.11

0.15
0.16
0.16
0.16

平成26年8月6日
平成26年8月12日
平成26年8月20日
平成26年8月27日

測定日

◆ 中郷地区仮置き場の空間線量測定結果

測定点①
0.12
0.11

測定点② 測定点③ 測定点④ 測定点⑤ 測定点⑥ 測定点⑦
0.12
0.11

0.11
0.11

0.12
0.12

0.08
0.08

0.10
0.13

0.10
0.10

平成26年8月23日
平成26年8月28日

測定日

◆ 三春地区仮置き場の空間線量測定結果

測定点①
0.22

測定点② 測定点③ 測定点④ 測定点⑤ 測定点⑥ 測定点⑦
0.20 0.20 0.14 0.14 0.12 0.13平成26年8月29日

測定日
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問い合わせ先　教育課　学校教育グループ　☎ 62-6310

地域の子どもは地域のみんなで育てましょう！

　今年も 10 月 15 日から 11 月 15 日は、「学校に行ってみっか！月間」となります。日頃、地域の皆さんには大
変お世話になっている学校を実際にご覧いただくよい機会です。町内小 ･ 中学校の主な開催行事を掲載いたしまし
たので、お気軽にどこの、どの学校へでもお出かけください。教職員に「学校を見に来ました。」とひと声かけて
いただければ大丈夫です。多くの方の訪問をお待ちしています。

● 「学校に行ってみっか月間」開催　みんなで、学校に出かけましょう！

◎
「
で
き
た
、
わ
か
っ
た
、
自
信
が
も
て
た
」
～
豊
か
な
体
験
活
動
の
充
実

　

教
育
目
標
の
実
現
の
た
め
に
、
体
験
活
動
を
重
視
し
、
全
学
年
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
一
・
二
年
生
は
裏
磐
梯
の
五
色
沼
周
辺
を
夏
と
秋
に

散
策
し
、
季
節
に
よ
っ
て
変
わ
る
自
然
環
境
を
体
験
し
て
い
ま
す
。
三

年
生
は
、
地
域
に
伝
わ
る
食
文
化
に
触
れ
る
体
験
を
、
四
年
生
は
水
環

境
に
関
す
る
体
験
を
し
て
い
ま
す
。
五
年
生
は
農
業
体
験
を
、
六
年
生

は
先
人
の
業
績
な
ど
を
知
り
自
分
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
る
体
験
を

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
感
動
体
験

や
成
功
体
験
を
積
み
、
自
分
に
自
信
を
も
ち
は
じ
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

三
春
町
や
福
島
県
の
よ
さ
を
知
り
、
地
域
や
学
校
を
誇
り
に
思
う
心
も

芽
生
え
て
い
ま
す
。

◎ 

健
康
な
歯
を
保
持
す
る
た
め
の
活
動

　

子
ど
も
た
ち
に
歯
を
大
切
に
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
に

様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
一
つ
目
は
、
給
食
後
の
歯
磨
き
で
す
。
イ

エ
テ
ボ
リ
法
と
い
う
磨
き
方
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
二
つ
目
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
発
達
段
階
に
あ
っ
た
正
し
い
歯
磨
き
の
仕
方
の
学
習
で
す
。
歯
科
衛

生
士
さ
ん
を
講
師
に
招
い
て
実
施
し
ま
し
た
。
三
つ
目
は
、
児
童
主
体
の

活
動
で
す
。
む
し
歯
予
防
集
会
を
開
き
、
む
し
歯
に
な
り
や
す
い
食
べ
方

な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
や
学
習
を
通
し
て
、
子
ど
も
た

ち
に
は
自
分
の
歯
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
態
度
が
育
ち
始
め
て
い
ま
す
。

　
中
妻
小
学
校
編

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス

平成 26 年度「学校に行ってみっか月間」行事予定

〜 

我
が
校
の
教
育
Ｎ
Ｏ
Ｗ 

〜

体験教室のようす

給食後の歯磨き

学校名 行事名 行事の内容 予定日
学校開放日 １日を通して学校すべての授業を公開します。 11月9日（日）三春小

岩江っ子発表会 保護者や地域の方々に、各学年ごとの日頃の学習の成果を発表す
ることを通して、学校教育に関する理解を深めます。

ＰＴＡバザー
PTAが主体となってバザーを実施し、益金をPTA行事や教育活動に活
用することを通して、保護者や地域の方々の学校への関心を高めます。

ふれあい発表会

校内マラソン大会

総合的な学習を中心として学習した成果を各学年ごとステージで
発表します。
各学年男女別に１,０００～２,０００ｍの距離を一生懸命走ります。

秋の発表会

フリー参観日

本校体育館にて、児童の日頃の学習成果を発表します。
給食や清掃等を含め，学校での子どもたちの１日の様子を保護者が自由な時
間に来校し、参観します。３・４校時には校内マラソン記録会も実施します。

さくらっ子まつり
（学習発表会）

日頃の学習成果を国語科、社会科、生活科、音楽科等の教科の発展的
な学習として、保護者、地域の方を招待して発表します。また、書写作品
、図画作品、総合的な学習の時間についての展示を行います。

芸術鑑賞教室
（落語）

平成26年度文化芸術による子供の育成事業（巡回公演事業）を活
用した芸術鑑賞教室を実施します。今年度は落語芸術協会を招い
て落語を鑑賞します。保護者、地域の方も鑑賞することができます。

授業参観 学習成果の発表会（カルチャーフェスタ）を行います。
授業参観 時間を指定して授業を公開します。

文化祭
18日は、オープニングセレモニー、合唱コンクール、吹奏楽部コンサート、有志発
表を実施します。19日は、各学年（学級）のステージ発表、フィナーレを実施します。

私立高・県立高入試
制度説明会

私立高校の先生を招いて、各私立高校の特色や現状を聞きます。本校
進路指導担当者から県立高校の入試概要について説明を実施します。

授業公開週間 すべての授業を保護者や地域の方に公開します。

文化祭 合唱発表、生徒の発表、作品展示等を実施します。
生徒がグループに分かれ、地域内で奉仕活動を実施します。全校ボランティア活動

岩江小

御木沢小

中妻小

中郷小

沢石小

三春中

岩江中

11月８日（土）

11月８日（土）

10月25日（土）

11月５日（水）

11月1日（土）

10月17日（金）

11月9日（日）

11月13日（木）

11月８日（土）
10月17日（金）

10月18日（土）～19日（日）

10月30日（木）

11月4日（火）～12日（水）
10月18日（土）
10月31日（金）
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　地域交流と参加者の健康を守るために、三春病院では怪我や急病発生時の初期対応と
して、会場本部の「救護ブース」に職員を派遣しました。救護ブースは血圧測定以外で
は、転倒等による応急手当が数件あった程度で、救急搬送も
無く、無事に終えることができました。
　また、15 日は病院長を始め、三春病院、星総合病院の職員、
計 35 名の踊り手が、滝桜をイメージしたピンクの衣装に身
を包んで踊りました。暑い夏の夜を楽しく有意義に過す事が
できました。

町立三春病院 News町立三春病院 News

 ８月９日～９月８日
寄附・ボランティア
していただいた方々

（敬称略・順不同）

︻
福
祉
︼

（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

▼ 

寄
附

▽ 

寄
附
金

　
株
式
会
社 

菊
川
屋

▽ 

物
品

　

増
子
忠
一
（
山
田
）

▼ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

三
春
町
赤
十
字
奉
仕
団
／
ひ

ま
わ
り
の
会
／
田
村
高
校
Ｊ
Ｒ

Ｃ
／
ザ
・
ほ
っ
ぴ
ー
／
上
野
ト

ク
（
平
沢
）
／
村
上
貞
子
（
八

島
台
）
／
齋
藤
キ
ミ
子
（
大
町
）

／
橋
本
ミ
ツ
子
（
担
橋
）
／
橋

本
ア
イ
子
（
雁
木
田
）
／
山
下

洋
子
（
小
浜
海
道
）
／
橋
本
光

子
（
御
免
町
）
／
石
塚
ハ
ツ
ヨ

（
荒
町
）
／
国
分
シ
ヅ
子
（
新
町
）

／
宍
戸
キ
ミ
子
（
下
舞
木
）

／
芦
邉
み
ち
こ
（
北
町
）
／
渡

辺
芳
雄
（
馬
場
）
／
佐
久
間
善

子
（
大
町
）
／
水
守
千
穂
美
（
東

京
都
）
／
渡
辺
恵
美
（
埼
玉
県
）

︻
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
︼

　

増
田
京
夏
（
大
阪
府
大
阪
市
）

　

佐
久
間
等（
埼
玉
県
富
士
見
市
）

　

宗
像
正
仁
（
東
京
都
江
東
区
）

世界手洗いの日（10 月 15 日）
　「世界では、年間 880 万人の 5 歳未満の子どもたちが命を失っており、そのうち 300 万人以
上が下痢性の疾患や肺炎などの感染症で亡くなっています。国連は 2008 年を『国際衛生年』と
し、手洗いやトイレの問題について取り組みを始めました。石鹸を使った正しい手洗いを広め、
多くの子どもたちの命を守ろうという考えのもと、ユニセフなど関連機関・団体により 2008 年
から 10 月 15 日を『世界手洗いの日』に定められました。世界各地で石鹸を使った正しい手洗
いの方法を広めるための活動が行われています。

★ 三春盆踊りに参加しました

★ 田村地方自衛消防操法大会優秀賞受賞
　９月 11 日、田村市運動公園駐車場において、郡山地方広域消防組合主催
の田村地方自衛消防操法大会が開催されました。当院からは２号消火栓部
門に２名の職員が出場しました。「自らの職場は自らで守る」の本旨のもと、
精一杯練習を重ねた結果、優秀賞を頂くことができました。これも消防署
員の皆様の熱心なご指導のおかげだと思います。これからも高い防災意識
を持って病院運営に努めて参ります。

★ 救急の日（９月９日）
　９月８日、救急の日を前に三春病院待合室において、一般の方を対象に「Ｂ
ＬＳ（一次救命処置）」の講習会を開催しました。約 10 名の方々にご参加
いただき、心臓マッサージやＡＥＤの使い方について実演を通して学んで
いただきました。今後もこのような講習会を開催して参ります。

講習会のようす

大会のようす

救護ブースのようす

盆踊りのようす

外来診療のご予約　☎ 73-8155　　問い合わせ先 町立三春病院事務部　☎ 62-3131
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◆ 

フ
ラ
ン
ス
か
ら
フ
レ
デ
リ
ッ

　
ク
先
生
来
校

　

７
月
９
日
か
ら
11
日
、
本
校
の
３
年
１
組

の
生
徒
た
ち
と
交
流
を
行
っ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス

の
リ
ヨ
ン
に
あ
る
ア
ン
ペ
ー
ル
高
校
で
日
本
語

科
の
担
当
教
師
を
し
て
い
る
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・

バ
ラ
ー
ゼ
ル
先
生
が
来
校
し
、
授
業
や
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
に
参
加
し
て
生
徒
と
交
流
し
ま
し
た
。

　

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
先
生
は
、
特
に
東
日
本
大

震
災
に
心
を
痛
め
て
お
り
、
自
分
の
目
で
現

状
を
確
か
め
、
東
北
の
人
々
を
勇
気
づ
け
た

い
と
い
う
こ
と
で
来
日
し
た
そ
う
で
す
。

フ
ラ
ン
ス
語
の
基
礎
的
な
こ
と
や
フ
ラ
ン
ス

お
よ
び
リ
ヨ
ン
に
つ
い
て
の
お
話
を
い
た
だ

き
、
ま
た
料
理
教
室
で
マ
ド
レ
ー
ヌ
や
ク

レ
ー
プ
を
生
徒
と
と
も
に
作
る
な
ど
、
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
先
生
の
友
人
で
も

あ
る
、
愛
知
県
立
大
学
外
国
語
学
部
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
学
科
元
教
授
小
柳
公
代
先
生
も
同
行

さ
れ
、
一
緒
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
４
日
、
５
日
の
１
泊
２
日
の
日
程
で

体
育
科
３
年
の
登
山
実
習
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
実
習
は
体
育
科
必
修
の
野
外
活
動
と

し
て
、
日
本
百
名
山
に
選
定
さ
れ
て
い
る
東

北
地
方
最
高
峰
の
燧
ヶ
岳
に
挑
戦
し
て
い
ま

す
。

　

１
日
目
は
バ
ス
で
午
前
５
時
15
分
に
学
校

を
出
発
、
檜
枝
岐
山
岳
協
会
の
２
人
の
専
門

の
ガ
イ
ド
の
指
導
の
も
と
、
当
初
２
日
目
に

予
定
し
て
い
た
燧
ヶ
岳
登
頂
を
天
候
の
関
係

か
ら
１
日
目
に
変
更
し
、
御
池
か
ら
燧
ヶ
岳

山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

登
り
始
め
か
ら
過
酷
な
コ
ー
ス
で
し
た
が

無
事
登
頂
を
果
た
し
、
３
６
０
度
パ
ノ
ラ
マ

の
最
高
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
と
と
も

に
、
達
成
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

登
頂
後
は
尾
瀬
小
屋
に
宿
泊
を
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
午
前
７
時
に
尾
瀬
小
屋
を
出

発
、
竜
宮
小
屋
、
よ
っ
ぴ
橋
、
三
条
の
滝
、

兔
田
代
を
経
由
し
て
出
発
地
点
の
御
池
に
到

着
し
ま
し
た
。

　

日
頃
部
活
動
で
鍛
え
て
い
る
体
育
科
の
生

徒
た
ち
と
は
い
え
、
肉
体
的
に
も
精
神
的
に

も
大
変
過
酷
な
今
回
の
登
山
実
習
に
お
い

て
、
無
事
登
頂
で
き
た
こ
と
で
、
ど
の
生
徒

も
感
動
と
喜
び
を
味
わ
い
、
い
い
経
験
と
な

り
ま
し
た
。

◆ 

２
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た

◆ 

登
山
実
習
を
行
い
ま
し
た

料理を作るフレデリック先生
　

８
月
25
日
に
は
賞
状
伝
達
式
、
全
国
大
会

報
告
会
、
始
業
式
が
行
わ
れ
、
全
国
大
会
に

出
場
し
た
柔
道
部
、
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
部
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
、
ボ
ー
ト
部
、
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
部
、
弓
道
部
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
で
の
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
多
く
の
部
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出

場
し
、
全
国
の
大
舞
台
で
活
躍
し
ま
し
た
。

　

入
賞
数
は
１
つ
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
開
催
さ
れ
る
国
体
等
各
種
大
会

で
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
経
験
を
生
か
し
た
活

躍
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

始
業
式
で
は
、
長
岐
校
長
か
ら
日
常
生
活

の
重
要
性
に
つ
い
て
、ま
た
進
路
指
導
主
事
、

生
徒
指
導
主
事
か
ら
学
校
生
活
に
つ
い
て
話

が
あ
り
、
充
実
し
た
学
校
生
活
と
活
躍
を
期

し
た
二
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

インターハイの結果を報告する生徒たち

山頂まで無事到着した生徒たち

▼ 

問　
福
島
県
立
田
村
高
等
学
校

　
　
　

 

☎
62-

２
１
８
５
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第
８
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式
野
球
大
会

　
　
　
　

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

各
地
区
で
敬
老
会
開
催
が

　
　
　
　
　

開
催
さ
れ
ま
し
た

フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
い
わ
え

花
し
ょ
う
ぶ
祭
り
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　

６
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
「
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
い
わ
え
花
し
ょ
う
ぶ
祭
り
」（
フ
ァ
ー
ム

パ
ー
ク
い
わ
え
運
営
委
員
会
栗
山

夫
代
表
）
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
会
が
、
９
月
４
日

に
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
42
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
審
査
は
、
運
営
委
員
、
町
長
、
議

長
ら
で
行
わ
れ
、
親
子
・
家
族
写
真
部
門
、
モ
デ
ル
写
真
部
門
に
わ
け
て
受
賞
作
品
12
点
が

選
考
さ
れ
ま
し
た
。

　

親
子
・
家
族
部
門
と
モ
デ
ル
写
真
部
門
の
最
も
優
れ
た
作
品
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
春
町
長

賞
、
三
春
町
議
会
議
長
賞
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

町長賞 小田島守明さん（郡山市）

　

９
月
13
日
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
ぶ
く

ま
荘
を
は
じ
め
、
14
日
に
は
沢
石
地
区
・
御
木

沢
地
区
・
岩
江
地
区
・
中
郷
地
区
で
、
15
日
に

は
三
春
地
区
・
要
田
地
区
・
中
妻
地
区
で
敬
老

会
が
開
催
さ
れ
、
約
２
、９
０
０
名
の
皆
さ
ん

が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

　

敬
老
会
で
は
、
町
か
ら
80
歳
以
上
の
方
へ
祝

金
が
、
77
歳
、
88
歳
、
89
歳
以
上
の
方
へ
は
祝

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

各
地
区
と
も
式
典
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
保
育
所
、
幼
稚
園
児
の
遊
戯
や
地
区
民
に

よ
る
歌
や
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
招
待
さ
れ
た
皆

さ
ん
は
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

三春地区敬老会のようす

議長賞 菅野正美さん（三春町）
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第
８
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式
野
球
大
会
に

出
場
し
た
三
春
町
チ
ー
ム
は
、
９
月
15
日
の
第
２

試
合
に
あ
づ
ま
球
場
で
、
鮫
川
村
チ
ー
ム
と
対
戦

し
、
２
対
１
で
勝
利
し
ま
し
た
。
試
合
は
白
熱
し

た
投
手
戦
で
し
た
が
、
三
春
町
は
チ
ャ
ン
ス
を
生

か
し
て
２
点
を
奪
い
勝
利
し
ま
し
た
。

　

２
回
戦
は
９
月
21
日
の
第
１
試
合
に
、
し
ら

さ
わ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
球
場
で
、
強
豪
福
島
市

チ
ー
ム
と
対
戦
し
、
善
戦
し
ま
し
た
が
、
０
対

４
で
敗
れ
ま
し
た
。

　

２
日
と
も
午
前
中
の
試
合
で
し
た
が
、
応
援

に
来
ら
れ
た
方
も
多
く
、
選
手
に
熱
い
声
援
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

力投する渡辺智大投手



三
春
軟
式
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　

県
中
大
会
で
優
勝

第
39
回
福
島
県
消
防
操
法
大
会

　
　
　

に
要
田
分
団
が
出
場

各
地
区
で
子
ど
も
夏
ま
つ
り

　
　
　

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
家
庭
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
岩
江
が
バ
レ
ー
で
優
勝

　

９
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
第
37
回
町
民
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
・
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
、
雨

天
に
よ
り
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
町
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
家
庭
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
は
、
13
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

★ 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

▼ 

優
勝　
岩
江
／
▼ 

準
優
勝　
新
町

▼ 

第
３
位　
御
木
沢
／
▼ 

第
４
位　
沢
石

　

７
月
26
日
に
岩
江
児
童
ク
ラ
ブ
が
岩
江
セ
ン

タ
ー
、
８
月
３
日
に
御
木
沢
児
童
ク
ラ
ブ
が
御
木

沢
小
学
校
体
育
館
、
そ
し
て
９
日
に
中
央
児
童
館

が
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
を
会
場
に
、
そ
れ
ぞ

れ
に
『
子
ど
も
夏
ま
つ
り
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
で
は
、
日
頃
の
練
習
し
て
き
た
盆
太

鼓
、
ダ
ン
ス
や
け
ん
玉
を
披
露
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
保
護
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
運
営
す
る

出
店
体
験
を
楽
し
み
、
会
場
に
は
こ
ど
も
た
ち

の
元
気
な
声
が
響
き
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
、「
地
域
に
元
気
を
発
信
し
よ
う
」
と

い
う
こ
と
で
、
岩
江
児
童
ク
ラ
ブ
は
岩
本
団
地
、

御
木
沢
児
童
ク
ラ
ブ
は
深
田
和
団
地
、
中
央
児
童

館
は
大
町
地
内
を
み
こ
し
渡
御
を
行
い
ま
し
た
。

　

沿
道
の
方
々
か
ら
は
、
子
供
た
ち
の
「
わ
っ

し
ょ
い
、
わ
っ
し
ょ
い
」
の
元
気
な
掛
け
声
に

合
わ
せ
て
声
援
を
送
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

みこし渡御を行う児童クラブの子どもたち

　

８
月
24
日
、
福
島
県
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
た

第
39
回
福
島
県
消
防
操
法
大
会
に
お
い
て
、
要
田

分
団
が
「
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
」
に
出
場
し
ま

し
た
。
惜
し
く
も
入
賞
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
大
内
悟
指
揮
者
の
も
と
、
佐
久
間
啓

太
１
番
員
、
大
内
卓
２
番
員
、
永
谷
豊
３
番
員
、

橋
本
友
和
補
助
員
が
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮

し
、
素
晴
ら
し
い
操
法
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

要
田
分
団
の
皆
さ
ん
、
長
期
間
に
わ
た
る
訓

練
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
ま
た
、
要
田
地

区
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

操法のようす

白熱したバレーボール大会
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８
月
16
日
、
17
日
に
行
わ
れ
た
第
12
回
東
北

学
童
野
球
福
島
県
中
大
会
に
お
い
て
、
三
春
軟

式
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
優
勝
し
、
８
月
23

日
、
24
日
に
行
わ
れ
た
第
12
回
東
北
学
童
野
球

福
島
県
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

県
大
会
で
は
、
１
回
戦
で
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
県
中
大
会
で
優
勝
し
た
こ
と
と
、
県
大
会

で
戦
え
た
こ
と
が
大
き
な
自
信
と
な
り
ま
し
た
。

◎ 
県
中
大
会
（
田
村
市
常
葉
運
動
場
）

○ 
１
回
戦
（
VS 

船
引
レ
ッ
ド
ボ
ー
イ
ズ
）
６-

５
で
勝
利

○ 

２
回
戦
（
VS 

三
穂
田
ス
ポ
少
）
９-

５
で
勝
利

○ 

準
決
勝
（
VS 

レ
ッ
ツ
安
積
）
10-

３
で
勝
利

○ 

決
勝
（
VS 
郡
山
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ス
）
悪
天
の

　

為
行
わ
ず
、
２
チ
ー
ム
優
勝

◎ 

県
大
会
（
泉
崎
村
さ
つ
き
公
園
野
球
場
）

○ 

１
回
戦
（
VS 

塙
学
童
野
球
ス
ポ
少
）
５-

14
で
敗
退

三春軟式野球スポーツ少年団の皆さん



宝
く
じ
の
助
成
で

　
　
　

防
災
資
機
材
を
整
備

本
田
正
弘
さ
ん
福
島
県
市
町
村
社
会

教
育
委
員
連
絡
協
議
会
表
彰
受
賞

草
木
染
め
教
室

藍
、
紅
花
染
め
を
体
験

献
血
有
功
章
の
伝
達
式

　
　
　
　

が
行
わ
れ
ま
し
た

自
分
た
ち
の
職
場
は
自
ら
守
る
！

 

第
６
回
田
村
地
方
自
衛
消
防
操
法
大
会
開
催

　

８
月
30
日
、さ
く
ら
湖
自
然
観
察
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
て
、
草
木
染
め
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
藍
と
紅
花
を
使
っ
て
絹
の
ス
ト
ー

ル
や
木
綿
の
ハ
ン
カ
チ
等
を
草
木
染
め
し
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
好

き
な
色
や
模
様
を
つ
け
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品

を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
、
と
て
も
綺
麗

に
作
品
を
染
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

草木染めのようす

　

町
社
会
教
育
委
員
の
本
田
正
弘
さ
ん
が
、
こ

の
た
び
福
島
県
市
町
村
社
会
教
育
委
員
連
絡
協

議
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
田
さ
ん
は
、
平
成
20
年
か
ら
社
会
教
育
委

員
に
任
命
さ
れ
て
お
り
、
長
年
に
わ
た
り
地
域

の
社
会
教
育
行
政
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
評
価

さ
れ
た
も
の
で
す
。

な
お
、
表
彰
式
は
、
８
月
28
日
に
喜
多
方
プ
ラ

ザ
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

表彰された本田さん（中央）

　

８
月
25
日
に
献
血
有
功
章
の
伝
達
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
銀
色
有
功
章
（
献
血
回
数
70
回
）
を

本
田
勝
治
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
福

島
県
赤
十
字
セ
ン
タ
ー
と
町
か
ら
記
念
品
を
贈

呈
い
た
し
ま
し
た
。
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

受賞された本田勝治さん

　

第
６
回
田
村
地
方
自
衛
消
防
操
法
大
会
が
９
月

11
日
、
田
村
市
運
動
公
園
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
、

37
事
業
所
か
ら
39
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

町
内
で
は
、
日
本
化
学
工
業
㈱
、
㈱
イ
ワ
キ

三
春
工
場
、
Ｊ
Ａ
た
む
ら
桜
支
店
、
町
立
三
春
病

院
、
社
会
福
祉
法
人
ほ
ほ
え
み
福
祉
会
、
三
春
町

社
会
福
祉
協
議
会
、
三
春
町
役
場
の
７
事
業
所
か

ら
８
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
３
人
操
法
（
１
号
消
火

栓
）
の
部
門
で
三
春
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
最
優

秀
賞
、
２
人
操
法
（
消
火
器
）
の
部
門
で
Ｊ
Ａ
た

む
ら
桜
支
店
が
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

万
が
一
の
火
災
等
を
想
定
し
、
出
場
さ
れ
た
選
手

の
皆
さ
ん
は
「
自
分
た
ち
の
職
場
は
自
ら
守
る
」
の

使
命
の
も
と
、
真
剣
な
操
法
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

最優秀賞を受賞した三春町社会福祉協議会
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八
島
台
自
主
防
災
会
で
は
、
こ
の
ほ
ど
宝
く
じ

の
助
成
金
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）
を
受
け

て
防
災
資
機
材
（
物
置
・
折
り
た
た
み
式
車
椅
子

な
ど
）
を
整
備
し
ま
し
た
。
地
区
で
は
、
防
災
訓

練
や
講
習
会
を
通
じ
、防
災
意
識
の
高
揚
を
図
り
、

地
域
防
災
活
動
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、（
財
）
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事

業
費
と
し
て
受
け
入
れ
る
受
託
事
業
収
入
を
財

源
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
助
成
を
行
い
健

全
な
発
展
を
図
る
と
と
も
に
宝
く
じ
の
普
及
広

報
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
宝
く
じ
は
広
く

社
会
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

整備した防災資機材を使用した地域防災活動のようす



 

ウィーン・フィル、ベルリン・フィルが認めた 

 ドイツ若手ピアニスト No.1 が 
三春の「まほら」にやって来る!！ 
 

マーティン・ヘルムヘン 

三三春春交交流流館館運運営営協協会会自自主主事事業業  

◯初笑い「まほら」寄席「三遊亭小遊三＆林家たい平 二人会」 
◆平成 27 年 1 月 17 日（土）午後 2 時開演 
◆入 場 料 全席指定  3,500 円 
◆発売開始  １０月  ９日（木）10：00  
◆電話予約 １０月１０日（金）10：00                      
 
 
 

（モーツァルト・ウェーベルン・シューベルト・ベートーヴェン） 

プログラムはすべて 「変奏曲」!! 

良いお席は、お早目に！ 
５,０００円 

同時購入で 

２枚 

 

とてもお得な 

ペアチケット 

全席指定 一般/3,000 円 高校生以下/1,000円 

１１/２（日）１５：００ 

＊チケット購入の際は、みはるカードの満点カード（500 円）を使用できます。 
 お問合せ 三春交流館「まほら」電話６２－３８３７ 
 

主な施設の休館日

延長業務

▼ 図書館（☎ 62-3375）
　10 月 6・7・8・13・20・27 日
▼ 体育施設（☎ 62-6212）
　10 月 6・14・20・27 日
▼ ステーション（☎ 61-1546）
　休まず営業しています
▼ 歴史民俗資料館・人形館
　（☎ 62-5263）
　10 月 6・14・20・27 日 
▼ 三春交流館（☎ 62-3837）
　10 月 6・20・27 日
▼ 中央児童館（☎ 62-8666）
　日曜日
▼ 子育てサロン（☎ 62-2748）
　（第 2 保育所内）
　10 月 10・22・28・31 日
　土・日曜日、祝日
▼ 役場・保健センター
　土・日曜日、祝日

▼ 役場１階窓口
 　【毎週水曜日】
 　10 月 1・8・15・22・29 日
　 午後 7 時まで
 　【毎週日曜日】
 　10 月 5・12・19・26 日
　 午前８時 30 分～ 12 時
※ 取扱業務の内容は、お問い
　合わせください。
▼ 清掃センター
 　【土・日の持込みゴミの日】
 　10 月 18 日（土）・19 日（日）
　 午前 9 時～午後 4 時
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問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837

◆ 日　　時　平成 27 年１月 17 日（土）午後２時開演
◆ 入 場 料　全席指定一般　3,500 円
◆ 発売開始　10 月９日（木）午前 10 時
◆ 電話予約　10 月 10 日（金）午前 10 時

初笑い「まほら」寄席　三遊亭小遊三＆林家たい平 二人会

＊チケット購入の際は、みはるカードの満点カード（500 円）を使用できます。

三春交流館運営協会自主事業



M-NAVI 交流館 NEWS
◆◆◆ 10 月のイベント情報 ◆◆◆

　夏から秋にかけての天体を中心に観察します。
▶ 日　時　　10 月 10 日（金）、18 日（土）
　　　　 　　午後 7 時〜 9 時　※ 荒天中止
▶ 集合場所　自然観察ステーション天文台
▶ 参加料　　大人 200 円／子ども 100 円

星を見る会

自然観察ステーションイベント情報自然観察ステーションイベント情報

申込・問　自然観察ステーション ☎ 61-1546

三春町文化祭のお知らせ平成 26 年度

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837

　今年最大の天体ショー「皆既月食」。星空に真っ赤な
月がポッカリ浮かぶ幻想的な皆既月食を観察します。
▶ 日　時　　10 月８日（水）午後６時〜９時
▶ 集合場所　自然観察ステーション
▶ 参加料　　無料

皆既月食観望会 　廃油を利用したエコ石鹸作りを行います。
▶ 日　時　　10 月 18 日（土）午前９時 30 分〜 11 時
▶ 集合場所　自然観察ステーション
▶ 参加料　　300 円

EM 石鹸作り

三春磐州市「まんぷく市」三春アンサンブル支援会津軽三味線＆弦楽四重奏コンサート

10月

10月
5日（日）

9日（木）

社会を明るくする運動田村地区作文コンテスト

10月
18日（土）

　塙町の藤田鉱業貝化石採掘場に 2000 万年前の貝
化石の観察と採集に出かけます。（定員 40 名）
▶ 日　時　　10 月 25 日（土）午前８時〜午後５時 30 分
▶ 集合場所　自然観察ステーション
▶ 持参品　　軍手・金づち・お弁当・飲み物
▶ 参加料　　500 円

移動観察会「貝化石発掘体験」

17（金）

18（土）

19（日）

21（火）

22（水）

23（木）
24（金）
25（土）

★☆　開幕式　午前9時から　☆★
＜合同展示＞【ホワイエ】
●17日（金）～19日（日）
編物サークル
絵手紙作品展
「でんでんむし」作品展
パッチワークすずらんの会作品展
ロマンドール紙粘土教室作品展
三春町平成26年度税の書道展
三春町立小中学校「人権の花」運動写真展
＜個別展示・発表の部＞
●18日（土）～19日（日）　
諸流が合同で催す活け花展【小ホール】
●19日（日）　
表千家同門会福島県支部県中方部武地社中茶会【文化伝承館】
第33回グルッペ・ムジケ音楽の調べin2014【まほらホール】

第44回 三春町高齢者作品展示会【ホワイエ、小ホール】
第24回 芸能発表会【まほらホール】
第44回 三春町高齢者作品展示会【ホワイエ、小ホール】
第44回 三春町高齢者作品展示会【ホワイエ、小ホール】
第25回フォトクラブ舞鶴写真展【小ホール】
第25回フォトクラブ舞鶴写真展【小ホール】

　
25（土）

26（日）

28（火）
29（水）

30（木）

31（金）

2（日）

3（月）

6（木）
7（金）

8（土）

9（日）

行事の内容
三春町婦人会作品展【ホワイエ】
芸能祭【まほらホール】
第25回フォトクラブ舞鶴写真展【小ホール】
三春町婦人会作品展【ホワイエ】
三春町民謡まつり【まほらホール】
三春花木会秋季盆栽展示会【ホワイエ】
三春花木会秋季盆栽展示会【ホワイエ】
三春花木会秋季盆栽展示会【ホワイエ】
文化祭参加俳句大会【学習室C・D】
三春花木会秋季盆栽展示会【ホワイエ】
神道流吟詠会三春支部　和歌、吟詠発表会【小ホール】
三春町民図書館布絵本講習会【和室】
＊三春交流館自主事業
マーティン・ヘルムヘンピアノリサイタル【まほらホール】
＊各種功労者表彰式【まほらホール】
茶道宗徧流松春会お茶会【ホワイエ】
三春美術協会第36回 三春美術展【ホワイエ】
三春美術協会第36回 三春美術展【ホワイエ】
三春美術協会第36回 三春美術展【ホワイエ】
福島県立田村高等学校合唱部第39回定期演奏会【まほらホール】
町民囲碁大会【文化伝承館】
第8回 吉田歌謡連合会発表会【まほらホール】

11

10

月 日日 月

10

行事の内容

時間については、世帯配布チラシをご覧ください。

※ この情報は主催者のご希望により掲載しています。
　掲載のご希望は、三春交流館「まほら」までお願いします。

趣
味
・
教
養

21



〈町民図書館☎ 62-3375〉

〈中央児童館☎ 62-8666〉

〈子育て支援センター☎ 62-2748〉

〈保健センター☎ 62-5110〉

図書館・児童館・子育て支援センター・保健センター今月の行事
　図書館・児童館・子育て支援センター・保健センターの今月の行事をお知らせします。詳しい内容はお問い合わせください。

子育て支援
センター

就学前の10月生まれの
お子さんと保護者6組

親子遊びを保育士と一緒に楽しみます。
その後、お母さんのための元気が湧いてくる交流会を開きます。
交流会の間、お子さんは遊びを楽しみます。
お子さん、お母さんに困ったことがあれば、個別相談もできます。

スタッフと一緒に手遊びやお話を楽しみます。

身長体重測定や手形を押して自分だけの誕生カードを作り、
大きなケーキを囲んでお祝いをします。10月生まれのお友達
集まってね。
身長体重測定ができます。成長を確認しながら、お子さんとの
時間をもってみませんか。母子手帳をご持参ください。

親子ふれあい教室

対　象行　事 日　時 場　所

保健センター

おはなし「あのね」
の日

10月10日（金）
10時～11時30分

お誕生日のつどい
（要予約）

10月16日（木）
10時45分～11時
10月30日（木）
10時～11時
申込期限10月28日（火）

特になし

就学前のお子さん
とお母さん

内　容

のびのびの日 10月8日（水）
9時～11時

就学前のお子さん
とお母さん

10月4日（土）
13時30分～

中央児童館

「きつねのかんちがい」ほか

エコキャップ運動

「お好み焼き」

「ハロウィンパーティー」

「リンググライダーを飛ばそう」

持ち物は帽子、水筒、おこづかい

ミニシアター

対　象行　事 日　時 場　所

料理クラブ

10月4日（土）
10時～

特になし

おりがみクラブ

ボランティア活動

理科クラブ

10月11日（土）
9時30分～

10月18日（土）
9時30分～
10月25日（土）
９時30分～
申込期限10月１5日（水）

クラブ員

小・中学生と保護者

幼児・児童・保護者
幼児は保護者同伴

内　容

クラブ員

三春大神宮祭礼
に参加しよう 特になし

10月11日（土）
14時30分～16時
申込期限10月6日（月）

10月22日（水）
10時30分～11時絵本とわらべ唄

対　象行　事 日　時 場　所

町民図書館日曜おはなし会 10月12日（日）
10時30分～11時

乳幼児と保護者、妊婦

幼稚園児と小学生低学年

木曜おはなし会 10月16日（木）
放課後 小学生低学年

平成26年6月11日
～7月10日生まれ

3歳児

平成25年3月1日
～3月31日生まれ
平成23年7月1日
～7月31日生まれ

母子手帳・問診票・歯ブラシ・コップ・
タオル・尿

母子手帳・問診票・歯ブラシ・コップ・
タオル

母子手帳・問診票・バスタオル

食改さんのおやつやさんは、24日11時～保健センター開放日

乳
幼
児
健
康
診
査

対　象行　事 日　時 場　所

保健センター

10月21日（火）
13時集合3～4か月児

内容（持参物）

10月23日（木）
13時～13時30分受付
10月22日（水）
13時～13時30分受付

1歳6か月児

10月10・24日（金）
9時～15時30分 特になし
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 ＜法の日週間標語＞
　法まもる 心が築くよい社会　10 月１日〜 7 日の１週間は「法の日」週間です。



健　

康

子
ど
も
・
親
子

23

新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

憎
悪
の
パ
レ
ー
ド
︵
石
田
衣
良
︶
／
昨
日

み
た
夢
︵
宇
江
佐
真
理
︶
／
翼
ふ
た
た
び

︵
江
上
剛
︶
／
雨
の
狩
人
︵
大
沢
在
昌
︶

／
春
遠
か
ら
じ
︵
北
原
亞
衣
子
︶
／
捜
査

組
曲
︵
今
野
敏
︶
／
怪
談
︵
小
池
真
理
子
︶

／
ビ
タ
ー
ス
イ
ー
ト
ワ
ル
ツ︵
小
路
幸
也
︶

／
勁
草
の
人
︵
高
杉
良
︶
／
小
森
谷
く
ん

が
決
め
た
こ
と
︵
中
村
航
︶
／
魔
法
使
い

と
刑
事
た
ち
の
夏
︵
東
川
篤
哉
︶
／
悟
浄

出
立
︵
万
城
目
学
︶
／
山
女
日
記
︵
湊
か

な
え
︶
／
棟
居
刑
事
の
永
遠
の
狩
人
︵
森

村
誠
一
︶／
芸
者
で
Ｇ
Ｏ
！︵
山
本
幸
久
︶

／
つ
ば
き
︵
山
本
一
力
︶
／
修
羅
走
る
関

ケ
原
︵
山
本
兼
一
︶
／
ゆ
る
や
か
な
生
き

方
︵
五
木
寛
之
︶
／
考
え
る
マ
ナ
ー
︵
赤

瀬
川
原
平
ほ
か
︶
／
シ
ャ
バ
は
つ
ら
い
よ

︵
大
野
更
紗
︶
／
チ
ェ
シ
ャ
ー
チ
ー
ズ
亭

の
ネ
コ
︵
カ
ー
メ
ン
・
ア
グ
ラ
・
デ
ィ
ー

デ
ィ
＆
ラ
ン
ダ
ル
・
ラ
イ
ト
︶

今月の お すす め 本
﹁
い
の
ち
﹂
の
ま
ま
に
／
野
馬
追
を
生
き
る

南
相
馬
を
生
き
る
／
５
日
間
で｢

自
分
の

考
え｣

を
つ
く
る
本
／
昭
和
時
代
戦
前
・

※ 新着コーナーには、10 月 9 日（木）に並びます。 問い合わせ　町民図書館　☎ 62-3375

六
千
人
の
命
を
救
え
！
外
交
官
・
杉
原

千
畝
／
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
木
に
な
っ
た

／
遊
園
地
を
科
学
し
よ
う
！
／
宇
宙
人

に
会
い
た
い
！
／
ナ
ッ
ク
の
声
が
聞
き

た
く
て
！
／
か
ん
た
ん
カ
ー
ド
＆
コ
イ

ン
マ
ジ
ッ
ク
／
妖
怪
の
弟
は
じ
め
ま
し

た
／
こ
ぶ
た
の
ぶ
う
く
ん
／
駅
の
ふ
し

ぎ
な
伝
言
板
／
た
ん
ぽ
ぽ
の
目
／
勇
者

ラ
イ
と
３
つ
の
扉
①
金
の
扉
／
み
ず
く

み
に
／
ペ
ニ
ー
さ
ん
の
サ
ー
カ
ス
／

ロ
ー
ザ
／
は
ぶ
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ん
／
宇
宙

り
ょ
こ
う
へ
で
か
け
る
え
ほ
ん
／
や
じ

る
し
／
き
ょ
う
は
マ
ラ
カ
ス
の
ひ
／
せ

ん
ね
ん
ま
ん
ね
ん

『読書の歴史を問う』和田敦彦／
著　笠間書院
　「読書」と一口にいっても、ある本
が読者にたどり着き、読まれるまでに
はさまざまな工程があり、ドラマがあ
り、歴史があります。この本では、読
書の歴史について振り返り、さらに学
び方や調べ方を考えています。読書の
秋になりました。図書館で、読書につ
いての読書を楽しんでみませんか。

戦
中
期
／
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
と
私
／
図
解
に

よ
る
会
社
法
・
商
法
の
し
く
み
／
祖
父
の

流
儀
／
い
じ
め
な
い
力
﹆
い
じ
め
ら
れ
な

い
力
／
点
字
・
点
訳
の
き
ほ
ん
／
東
大
教

授
が
教
え
る
独
学
勉
強
法
／
奇
祭
／
四
季

の
星
座
神
話
／
こ
ん
な
に
凄
か
っ
た
！
伝

説
の
﹁
あ
の
日
﹂
の
天
気
／
薬
局
で
買
う

べ
き
薬
﹆
買
っ
て
は
い
け
な
い
薬
／
ト
コ

ト
ン
や
さ
し
い
発
電
・
送
電
の
本
／
買
い

物
依
存
症
Ｏ
Ｌ
の
借
金
返
済
・
貯
蓄
実
践

ノ
ー
ト
／
世
界
遺
産
富
岡
製
糸
場
／
モ
ネ
﹆

ゴ
ッ
ホ
﹆
ピ
カ
ソ
も
治
療
し
た
絵
の
お
医

者
さ
ん
／
羽
生
善
治
の
定
跡
の
教
科
書

　

秋
の
読
書
週
間
と
町
文
化
祭
に
ち
な

み
、
図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

★ 

布
絵
本
講
習
会

　

フ
ェ
ル
ト
を
使
っ
て
、
フ
ク
ロ

ウ
の
ハ
サ
ミ
入
れ
を
作
り
ま
す
。

▼ 

日
時　
10
月
31
日
（
金
）

　
　
　
　

 

午
後
１
時
30
分
〜

▼ 

場
所　
三
春
交
流
館
２
階
和
室

▼ 

申
込
期
限　
10
月
22
日
（
水
）

▼ 

材
料
費　
５
０
０
円（
布
・
糸
代
）

▼ 

持
参
品　
裁
縫
用
具

▼ 

講
師　
町
民
図
書
館
布
絵
本
グ
ル
ー
プ

▼ 

定
員　
20
名

★ 

古
本
リ
ユ
ー
ス
市

　

10
月
28
日
（
火
）
～
11
月
２
日
（
日
）

　

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
不
要
に
な
っ

た
本
を
集
め
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
期
間

中
に
無
料
で
配
布
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

他
の
方
に
譲
っ
て
も
良
い
本
を
お
持

ち
の
方
は
、
10
月
24
日
（
金
）
ま
で
に

町
民
図
書
館
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

★ 
特
別
展
示

　

10
月
28
日
（
火
）
～
11
月
２
日
（
日
）

　

普
段
は
書
庫
に
し
ま
わ
れ
て
い
る
、
大

型
絵
本
や
貴
重
な
本
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

★ 

特
別
お
は
な
し
会

　

11
月
１
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
～

　

大
型
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
、
お
は

な
し
の
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

場
所　
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
前

※ 

内
容
詳
細
は
、
ポ
ス
タ
ー
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問　
町
民
図
書
館

　
　
　
　
　
　

☎
62-

３
３
７
５

 

図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
４

〈
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
を
受
け
ま
し
ょ
う
〉

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ

て
冬
の
間
に
流
行
し
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
手
洗
い
や
う
が

い
の
ほ
か
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
有
効
で
す
。

三
春
町
で
は
、
高
齢
者
・
子
ど
も
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
を
行
い
ま
す
の

で
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
と
相
談
し
て
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

▼ 

接
種
費
用
助
成
の
対
象
者

▽ 

65
歳
以
上
の
高
齢
者
（
60
歳
以
上

65
歳
未
満
で
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸

器
及
び
免
疫
機
能
に
一
定
以
上
の

障
害
を
有
す
る
方
を
含
む
）

▽ 

満
１
歳
以
上
中
学
３
年
生
ま
で

▼ 

接
種
期
間　
10
月
１
日
〜

　

平
成
27
年
３
月
31
日

▼ 

接
種
回
数

▽ 

65
歳
以
上
高
齢
者
な
ど　
１
回

▽ 

満
１
歳
～
13
歳
未
満

　
２
回（
２
〜
４
週
間
の
間
隔
を
あ
け
て
２
回
）

▽ 

13
歳
以
上
中
学
３
年
生　
１
回

▼ 

接
種
料
金
と
町
の
助
成

▽ 

高
齢
者
な
ど

・
自
己
負
担
額　

１
、０
０
０
円

・
町
助
成
額　

２
、６
０
０
円

・
実
施
医
療
機
関　

県
内
契
約
医
療
機
関

▽ 

満
１
歳
～
中
学
３
年
生

・
自
己
負
担
額　

１
、０
０
０
円
＋

　

基
準
額
を
超
え
る
額

・
町
助
成
額　

　

１
回
目　

２
、６
０
０
円
上
限

　

２
回
目　

１
、５
０
０
円
上
限

・
実
施
医
療
機
関　

三
春
町
・
田

　

村
市
・
小
野
町
の
契
約
医
療
機
関

※ 

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は

　
「
任
意
接
種
」
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
た

　

め
、
接
種
す
る
医
療
機
関
に
よ
り
接
種
料

　

金
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※ 

契
約
医
療
機
関
以
外
で
接
種
し
た
場
合

　

は
、
一
旦
全
額
自
己
負
担
い
た
だ
き
、
後

　

日
保
健
セ
ン
タ
ー
に
請
求
い
た
だ
く
か
た

　

ち
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
請
求
書
は
保
健

　

セ
ン
タ
ー
窓
口
か
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼ 
問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 
☎
62-

５
１
１
０

〈
み
ず
ぼ
う
そ
う
の
予
防
接
種
が

定
期
予
防
接
種
に
な
り
ま
し
た
〉

　

満
１
歳
か
ら
３
歳
未
満
（
３
歳

の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
）
の
お
子

さ
ん
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

▼ 

接
種
回
数　
２
回

▼ 

標
準
的
な
接
種
期
間

　

１
歳
か
ら
１
歳
２
か
月
ま
で
に
初
回
接

種
を
行
い
、
そ
の
後
、
６
か
月
か
ら
11
か

月
ま
で
の
間
隔
を
お
い
て
２
回
目
を
行
う
。

▼ 

経
過
措
置　
平
成
26
年
度
に
限

　

り
、
３
歳
か
ら
５
歳
未
満
の
お
子

　

さ
ん
も
１
回
接
種
で
き
ま
す
。

※ 

対
象
の
年
齢
に
あ
る
方
は
、
個

　

別
通
知
し
て
い
ま
す
。

※ 

す
で
に
み
ず
ぼ
う
そ
う
に
感
染
し
た

　

こ
と
が
あ
る
方
は
接
種
対
象
外
で
す
。

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０

『読書の歴史を問う』和田敦彦／

読
み
物
・
文
芸

実　
用　
書

児　
童　
書



〈
後
納
制
度
（
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
可
能
期
間
の
延

長
）
を
ご
存
知
で
す
か
〉

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
忘
れ

た
ま
ま
２
年
を
超
え
る
と
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
平
成
24
年
10
月
か
ら
平
成
27

年
９
月
ま
で
の
３
年
間
に
限
り
、

過
去
10
年
以
内
の
納
め
忘
れ
た
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
将
来
の
年
金
額
を
増
や
し
た

り
、
年
金
の
受
給
権
を
得
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

後
納
制
度
は
事
前
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す
が
、
審
査
の
結
果
、

後
納
制
度
に
よ
る
納
付
を
ご
利
用

い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
審
査
の

結
果
、
後
納
制
度
を
利
用
で
き
る

方
に
は
「
承
認
通
知
書
」
と｢

後

納
納
付
書｣

を
送
付
い
た
し
ま
す
。

｢

後
納
納
付
書｣

の
期
限
内
に
後

納
保
険
料
を
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
す
で
に
申
請
さ
れ
た
方

で
納
付
書
の
使
用
期
限
が
過
ぎ
て

い
る
方
は
、
お
電
話
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼ 

問　
郡
山
年
金
事
務
所

　
　
　

 

☎
０
２
４-

９
３
２-

３
４
３
４

　
　
　
　

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　

 

☎
０
５
７
０-

０
１
１-

０
５
０

〈
10
月
１
日
か
ら
高
齢
者
肺
炎
球

菌
予
防
接
種
が
変
わ
り
ま
す
〉

　

法
律
の
改
正
に
よ
り
10
月
１
日

か
ら
、
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
が
法
定
接
種
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
ワ
ク
チ
ン
を
受

け
る
対
象
者
に
つ
い
て
法
律
に
定

め
ら
れ
、
今
後
５
年
間
で
、
満
65

歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、

90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳
に
な
る

年
に
接
種
を
勧
奨
し
ま
す
。

▼ 

平
成
26
年
度
の
対
象
者

　

今
年
度
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、

85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳
以
上

に
な
る
方
で
、
こ
れ
ま
で
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方

が
対
象
で
す
。
次
年
度
以
降
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※ 

該
当
す
る
方
に
は
、
個
別
に
通

　

知
し
ま
す
。

▼ 

接
種
方
法

▽ 

接
種
回
数　
１
人
１
回

▽ 
実
施
期
間　
10
月
１
日
〜
平
成

27
年
３
月
31
日

▽ 
接
種
対
象
外　
こ
れ
ま
で
に
高

齢
者
肺
炎
球
菌
を
接
種
し
た
こ

と
が
あ
る
方

▽ 

実
施
機
関　
県
内
各
医
療
機
関

※ 

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。
か
か

り
つ
け
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽ 

接
種
料
金　
８
、０
０
０
円（
う

ち
１
、０
０
０
円
本
人
負
担
）

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

３
１
６
６

〈
年
に
１
回
は
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
〉

　

町
で
は
疾
病
の
早
期
発
見
や
重

症
化
予
防
に
よ
る
健
康
保
持
の
た

め
に
健
康
診
査
（
一
般
健
康
診
査

お
よ
び
が
ん
検
診
な
ど
）
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
国
民
健
康
保
険
及
び
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
に
人
間

ド
ッ
ク
の
助
成
を
し
て
い
ま
す
。
年

に
１
回
は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

★ 

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防

　
は
「
運
動
＋
食
生
活
＋
禁
煙
＋
健
診
」

▼ 

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
し
よ
う

　

主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
そ
ろ
え
、

中
で
も
副
菜
を
と
ろ
う
。

▼ 

夕
食
を
食
べ
る
時
間
を
早
め
に
し
よ
う

　

食
べ
て
す
ぐ
就
寝
す
る
の
で
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
消
費
し
き
れ
ず
、
肥
満
に
一

直
線
。
ま
た
、
昼
食
か
ら
夕
食
ま
で
の

時
間
が
空
き
過
ぎ
る
と
、
空
腹
で
ド
カ

食
い
す
る
悪
習
慣
に
つ
な
が
り
ま
す
。

▼ 

夕
食
で
は
、高
脂
肪
、高
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
の
食
事
を
と
ら
な
い
よ
う
に
し
よ
う

　

揚
げ
た
り
炒
め
る
調
理
を
、
焼
い
た
り

茹
で
る
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ダ
ウ
ン
し
ま
す
。

▼ 

お
酒
は
飲
み
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
よ
う

▽ 

一
日
の
適
量（
い
ず
れ
か
一
つ
）

　

日
本
酒
（
１
合
）、
焼
酎
（
ぐ
い

飲
み
２
杯
弱
）、
ビ
ー
ル
（
中
ビ
ン

１
本
）、ワ
イ
ン（
グ
ラ
ス
２
杯
弱
）、

ウ
ィ
ス
キ
ー
（
ダ
ブ
ル
２
杯
）

▼ 
問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

３
１
６
６

〈「
健
康
生
活
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
生
活
習
慣
病
予
防
術
講
座
」
の
お
知
ら
せ
〉

　

健
診
結
果
で
血
糖
値
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
が
少
し
気
に
な
る
あ
な

た
、「
ち
ょ
っ
と
高
い
だ
け
だ
か
ら
」
と
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
い
ま
せ
ん

か
？
ち
ょ
っ
と
高
め
を
放
っ
て
お
く
と
血
管
が
傷
み
始
め
、
動
脈
硬
化
が

知
ら
ず
知
ら
ず
に
進
み
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
と
い
っ
た
病
気
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。
未
来
の
自
分
の
た
め
に
、
今
か
ら
予
防
術
を
学
ん
で
健
康
生
活

を
送
り
ま
し
ょ
う
。

▼ 

対
象
者　
三
春
町
に
お
住
ま
い
の
30
〜
74
歳
ま
で

　

今
年
度
特
定
健
診
や
職
場
健
診
の
結
果
、
腹
囲
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
、
血
圧
、
脂

質
や
血
糖
な
ど
が
要
指
導
と
な
っ
た
方
ま
た
は
そ
の
ご
家
族
で
希
望
さ
れ

る
方
。

※ 

運
動
コ
ー
ス
は
持
病
や
内
服
等
で
運
動
制
限
の
あ
る
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼ 

参
加
費　
無
料 

※
た
だ
し
調
理
実
習
材
料
費
は
１
回
５
０
０
円
集
金
し
ま
す
。

▼ 

申
込
期
限　
10
月
14
日
（
火
）

▼ 

申
込
・
問　
保
健
セ
ン
タ
ー 

☎
62-

３
１
６
６

体重・血圧測定、体調チェック
栄養ミニ講話
生活習慣病予防のための運動について講話・実技
(ストレッチ、筋力トレーニング、有酸素運動)

時　間回 月　日
10月28日（火）

13時30分～15時

内　容

平成27年1月７日（水）

11月11日（火）

11月26日（水）

12月9日（火）

12月24日（水）

1

2

3

4

5

6

体重・血圧測定、体調チェック
栄養講話「生活習慣予防の食事」
生活習慣病予防のための運動について講話・実技
(ストレッチ、筋力トレーニング、有酸素運動)

時　間回 月　日
11月13日（木）

10時～12時

内　容

11月27日（木）

12月8日（月）

1

2

3

人間は何からできている？
いつ、何を、どのくらい食べたらいいの？
五大栄養素の必要性、塩・油・砂糖の摂り方
アルコール・間食の摂り方について
調理実習「バランス食」
外食の際のポイント、トランス脂肪酸の注意
調理実習「減脂・減塩食」

体脂肪を燃やす栄養の摂り方、献立の選び方

時　間回 月　日

11月6日（木） 13時30分～15時

内　容

平成27年1月７日（水）

1

2

3

4

5

11月27日（木） 13時30分～15時

12月24日（水） 10時～13時15分

10時～13時15分

1月29日（木） 10時～11時30分

▶ 運動コース（保健センター）　定員 20 名

▶ 栄養コース（保健センター）　定員 20 名

▶ 栄養・運動コース（岩江センター）　定員 20 名

24



〈
平
成
26
年
産
牧
草
・
飼
料

作
物
に
つ
い
て
〉

　

草
地
更
新
（
除
染
）
後
、
未
検
査

の
牧
草
地
、
若
し
く
は
新
た
に
播
種

し
た
牧
草
地
に
つ
い
て
は
、
放
射
性

物
質
の
検
査
を
行
い
、
利
用
の
可
否

を
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
牛

へ
の
給
与
を
希
望
さ
れ
る
方
は
必
ず

検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

野
草
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
自
粛
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

９
月
17
日
現
在
の
三
春
町
に
お

け
る
利
用
判
断
状
況
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▼ 

永
年
生
牧
草
（
オ
ー
チ
ャ
ー
ド

　
グ
ラ
ス
、
リ
ー
ド
カ
ナ
リ
ー
グ

　
ラ
ス
、
チ
モ
シ
ー
な
ど
）

　

草
地
更
新
（
除
染
）
し
た
農
家

ご
と
に
利
用
の
可
否
を
判
断
す
る
。

※ 

平
成
25
年
度
に
利
用
可
能
と
な
っ

　

た
牧
草
地
に
つ
い
て
は
、
検
査
の

　

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼ 

単
年
生
飼
料
作
物

▽ 

イ
ネ
科
飼
料
作
物（
麦
類
、ヒ
エ
、

　
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
な
ど
）

○ 

青
刈
利
用　

利
用
可
能

○ 

サ
イ
レ
ー
ジ
・
乾
草
利
用　

農

　

家
ご
と
に
利
用
の
可
否
を
判
断
す
る
。

▽ 

イ
ネ
科
長
大
作
物
（
飼
料
用
ト

　

ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ス
ー
ダ
ン
グ
ラ

　

ス
、
ソ
ル
ゴ
ー
な
ど
）　

利
用

　

可
能

▼ 

問　
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
２

　
　
　

 

県
中
農
林
事
務
所 

田
村
農
業
普
及
所

　
　
　

 

☎
62-

３
１
１
３

〈
農
作
業
事
故
に
注
意
〉

　

県
内
で
農
作
業
時
に
お
け
る
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

秋
の
実
の
時
期
を
迎
え
、
水
稲

を
始
め
農
作
物
の
収
穫
期
と
な

り
、
農
作
業
に
か
か
る
負
担
も
大

き
く
な
り
ま
す
。
体
調
管
理
や
農

業
機
械
の
操
作
に
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

▼ 

農
作
業
の
３
つ
の
注
意

１ 

余
裕
を
持
っ
て
作
業
し
ま
し
ょ
う
。

２ 

高
齢
者
の
事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

３ 

機
械
点
検
時
は
エ
ン
ジ
ン
を
止

　

め
ま
し
ょ
う
。

▼ 

問　
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
２

〈「
労
使
困
り
ご
と
無
料
相
談
会
」

の
お
知
ら
せ
〉

　

福
島
県
と
福
島
県
労
働
委
員
会
で

は
、
皆
さ
ん
の
職
場
に
お
け
る
賃
金
や

労
働
時
間
な
ど
の
労
働
条
件
、
解
雇
、

退
職
等
に
関
す
る
困
り
ご
と
に
つ
い

て
、
平
日
で
は
ご
相
談
が
困
難
な
労

働
者
や
使
用
者
の
た
め
に
次
の
日
程

で
休
日
電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
労
使
困
り
ご
と
相
談
は
、
平

日
の
来
所
や
電
話
で
の
相
談
の
ほ
か
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
や
メ
ー
ル
な
ど
で
も
随
時

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。
ま
た
、
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

開
催
日
時　
10
月
18
日
（
土
）、

　

19
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

▼ 

問　
福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
２
４-

５
２
１-

７
５
９
４

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
４-

５
２
１-

７
５
９
６

　

メ
ー
ル  roudousoudan@

pref.
fukushim

a.lg.jp

〈
福
島
県
の
最
低
賃
金
が
改
正
さ

れ
ま
す
〉

　

福
島
県
の
最
低
賃
金
が
改
正
さ

れ
、
次
の
と
お
り
平
成
26
年
10
月

４
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

最
低
賃
金
は
年
齢
に
関
係
な
く
、

パ
ー
ト
や
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど

を
含
め
、
福
島
県
内
に
働
く
全
て

〈
平
成
26
年
度
こ
お
り
や
ま

障
が
い
者
就
職
面
接
会
〉

　

仕
事
を
お
探
し
の
障
が
い
者
の
皆
さ

ん
と
企
業
の
採
用
担
当
者
が
一
堂
に
会

し
、
お
互
い
に
理
解
を
深
め
な
が
ら
面

接
で
き
る
機
会
で
す
。
仕
事
を
探
し
て

い
る
障
が
い
者
の
皆
さ
ん
、
就
職
面
接

会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

事
前
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
求
職

登
録
、
参
加
申
込
み
が
必
要
で
す
。

▼ 

日
時　
10
月
21
日
（
火
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時

▼ 

会
場　
ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
ふ
く

し
ま
多
目
的
展
示
ホ
ー
ル
A

▼ 

対
象　
障
が
い
者
、
障
が
い
者

採
用
を
検
討
し
て
い
る
企
業

▼ 

参
加
企
業　
約
40
社

▼ 

主
催　
郡
山
公
共
職
業
安
定
所
・

福
島
労
働
局

▼ 

共
催　
郡
山
市
・
田
村
市
・
三

春
町
・
小
野
町

▼ 

申
込
・
問　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
郡
山 

☎
０
２
４-

９
４
２-

８
６
０
９

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
４-

９
４
１-

２
３
６
３

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

▼ 

最
低
賃
金
件
名　

　

福
島
県
最
低
賃
金

▼ 

最
低
賃
金
額
（
時
間
額
）

　

６
８
９
円

▼ 

効
力
発
生
年
月
日　

　

平
成
26
年
10
月
４
日

▼ 

問　
福
島
労
働
局
賃
金
室

　

☎
０
２
４-

５
３
６-

４
６
０
４

▽ 

受
付
時
間

・
月
曜
日　

午
前
８
時
30
分

　

〜
午
後
７
時

・
火
〜
金
曜
日　

午
前
８
時
30
分

　

〜
午
後
５
時
15
分

・
第
２
土
曜
日　

午
前
９
時
30
分

　

〜
午
後
４
時

※ 

月
曜
日
が
祝
祭
日
の
場
合
は
、
翌

　

日
以
降
の
開
所
日
初
日
に
午
後
７

　

時
ま
で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

※ 

土
曜
、
日
曜
、
祝
祭
日
、
年
末
年

　

始
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

健　

康

年　

金

農　

業

仕　

事
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〈
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
産
地
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
in
福
島
・
三
春
町
実
行

委
員
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
〉

　

９
月
17
日
に
、
平
成
27
年
度
開

催
の
全
国
産
地
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
向

け
て
「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
産
地
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
in
福
島
・
三
春
実
行
委
員
会
」

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
町
内
の
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
生
産
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
る

「
三
春
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
倶
楽
部
」
の

千
葉
初
吉
さ
ん
（
西
方
）
が
委
員
長

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
毎
年
全

国
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
産
地
で
開
催
さ

れ
て
お
り
、
来
年
度
の
開
催
地
は
三

春
町
と
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
19
・
20
日
の
日
程
で
、
１
日

目
は
三
春
交
流
館
ま
ほ
ら
で
、
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
に
関
す
る
基
調
講
演

や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
２

日
目
は
希
望
者
を
対
象
に
町
内
の
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
畑
の
見
学
な
ど
が
行
わ

れ
、
町
内
外
か
ら
４
０
０
名
の
参
加

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

▼ 

問　
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
２

実行委員会の皆さん



〈
平
成
27
年
三
春
町
成
人
式
〉

　

町
内
に
住
民
登
録
（
平
成
26
年

９
月
１
日
現
在
）
さ
れ
て
い
る
方

に
案
内
状
を
11
月
初
旬
頃
に
郵
送

し
ま
す
。
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い

な
い
方
で
、
三
春
町
の
成
人
式
に

出
席
を
希
望
す
る
方
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
平
成
27
年
１
月
11
日（
日
）

※ 

成
人
の
日
前
日

▽ 

受
付　
午
後
０
時
30
分

▽ 

式
典　
午
後
１
時
30
分

▼ 

場
所　
三
春
交
流
館「
ま
ほ
ら
ホ
ー
ル
」

▼ 
該
当
者　
平
成
６
年
４
月
２
日

　

か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
方
で
、
町
内
在
住

〈「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
田
村
地
区
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
表
彰
式
お
よ
び
発
表
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
〉

　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
で
安

心
な
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
へ

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
、
第
６
回
田
村
地
区
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
で
入
賞
さ
れ
た
小
中
学

生
の
表
彰
式
及
び
発
表
会
が
次
の

と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼ 

日
時　
10
月
９
日
（
木
）
午
後
６
時
〜

▼ 

場
所　
三
春
交
流
館「
ま
ほ
ら
」

　

ま
ほ
ら
ホ
ー
ル

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

３
１
６
６

〈
量
水
器
（
水
道
メ
ー
タ
ー
）

を
交
換
し
ま
す
〉

　

計
量
法
に
よ
り
設
置
か
ら
８
年

を
経
過
し
た
量
水
器
（
水
道
メ
ー

タ
ー
）
は
新
品
と
交
換
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
該
当
す
る
量
水
器
は
、
次

の
公
認
業
者
が
、
該
当
す
る
お
宅
を

訪
問
し
、
交
換
作
業
を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

止
水
栓
が
無
い
場
合
な
ど
、
設

置
の
状
況
に
よ
り
メ
ー
タ
ー
の
交

換
が
で
き
な
か
っ
た
お
宅
に
は
、

後
日
、
担
当
よ
り
ご
連
絡
し
ま
す
。

▼ 

施
工
公
認
業
者

　
（
有
）
橋
本
設
備
・（
有
）
本
田

ポ
ン
プ
店
・（
有
）
栁
沼
設
備
・
吉

〈
三
春
町
町
営
バ
ス
を
全
便

無
料
運
行
し
ま
す
〉

　

10
月
１
日
か
ら
４
日
ま
で
の
４
日

間
、
全
便
無
料
運
行
を
実
施
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
先
月
配
布
し
た
時
刻

表
、
チ
ラ
シ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
町
営
バ
ス
を

利
用
く
だ
さ
い
。

〈
さ
く
ら
湖
自
然
環
境
フ
ォ
ー

ラ
ム
２
０
１
４
開
催
〉

　

今
回
で
15
回
目
を
数
え
る
「
さ

く
ら
湖
自
然
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、「『
さ
く

ら
湖
』
を
知
ろ
う
〜
水
と
水
辺
の
は

な
し
〜
」
を
テ
ー
マ
に
地
元
小
学
生

に
よ
る
研
究
発
表
、
基
調
講
演
な
ど

を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼ 

日
時　
10
月
８
日
（
水
）

　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

※ 
入
場
無
料

▼ 
場
所　
さ
く
ら
湖
自
然
観
察
ス

　

テ
ー
シ
ョ
ン

▼ 

問　
さ
く
ら
湖
自
然
環
境
フ
ォ
ー

　

ラ
ム
実
行
委
員
会
（
三
春
交
流
館
内
）

　

☎
62-

３
８
３
７

〈
第
１
回
市
町
村
対
抗
福
島
県

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催
〉

　

市
町
村
対
抗
福
島
県
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
実
行
委
員
会
・
福
島

民
報
社
主
催
に
よ
る
標
記
大
会

が
、
10
月
18
日
か
ら
、
相
馬
市
の

相
馬
光
洋
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
（
初

日
の
み
松
川
浦
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
野
球
場
等
と
の
３
会
場
）
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
大
会
は
、

東
日
本
大
震
災
復
興
事
業
と
し
て

今
年
か
ら
始
ま
る
も
の
で
、
県
内

市
町
村
の
交
流
促
進
と
地
域
活
性

化
等
を
目
的
に
開
催
さ
れ
る
も
の

で
す
。

　

三
春
町
チ
ー
ム
は
、
町
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
協
会
加
盟
チ
ー
ム
か
ら
の

選
抜
選
手
で
編
成
さ
れ
た
、
投
打

共
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
チ
ー
ム

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

初
戦
は
、
10
月
18
日
（
土
）
の

第
２
試
合
（
12
時
45
分
開
始
予
定
）

で
、
大
玉
村
チ
ー
ム
と
対
戦
し
ま

す
。
三
春
町
チ
ー
ム
の
健
闘
を
願

い
、
ぜ
ひ
応
援
に
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
大
会
日
程
は
、
雨
天
等

に
よ
り
順
延
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼ 
問　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　
　
　

☎
62-

３
８
３
７

三春町チームの皆さん

村
管
工
所
・
神
設
備
・（
株
）
三

立
設
備

▼ 

交
換
手
数
料　
無
料

※ 

業
者
が
料
金
を
請
求
す
る
こ
と

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼ 

問　
企
業
局 

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
５
０
０

　

者
ま
た
は
出
身
者

▼ 

問　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　

 　
　

☎
62-

３
８
３
７

▼ 

問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

２
１
４
７

イベント運行される町営バス

26



　町
以
外
の
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
平
成
26
年
度
第
２
回
大
人

が
変
わ
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
す
〉

　

次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
。

▼ 

演
題　
子
ど
も
・
若
者
を
取
り
巻

　

く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
現
状
と
対
策

▼ 

講
師　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　

日
本
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
振
興
協
会

　

根
本
雅
昭
理
事
長

▼ 

日
時　
10
月
11
日
（
土
）

　

午
後
１
時
〜
２
時
45
分

▼ 
会
場　
三
春
交
流
館「
ま
ほ
ら
」

　

小
ホ
ー
ル

▼ 

定
員　
50
名
（
入
場
無
料
）

▼ 

主
催　
福
島
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議

▼ 

共
催　
三
春
町
教
育
委
員
会

▼ 

問　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　
　
　

 

☎
62-

３
８
３
７

● 

郡
山
地
方
広
域
消
防
組
合
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

　

京
都
府
福
知
山
花
火
大
会
火
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
８
月
１
日
か
ら
郡
山
地

方
広
域
消
防
組
合
火
災
予
防
条
例
の
一
部
が
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○ 

祭
礼
、
縁
日
、
花
火
大
会
、
そ
の
他
の
多
数
の
者
の
集
合
す
る
催
し
に
際
し
て
、
ガ

　

ス
コ
ン
ロ
等
を
使
用
す
る
露
店
等
を
開
設
す
る
場
合
に
は
消
火
器
の
準
備
を
し
た
上

　

で
使
用
し
、
露
店
等
開
設
届
出
を
消
防
機
関
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○ 

消
防
署
長
が
屋
外
で
の
催
し
の
う
ち
大
規
模
な
も
の
と
し
て
指
定
し
た
催
し

　
（
公
園
、
河
川
敷
、
道
路
な
ど
で
開
催
し
、
露
店
の
数
が
１
０
０
店
舗
を
超
え

　

る
も
の
）
は
、
防
火
担
当
者
を
定
め
、
火
災
予
防
上
必
要
な
業
務
に
関
す
る
計

　

画
を
作
成
し
、
当
該
計
画
を
消
防
機
関
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

な
お
、
計
画
を
提
出
し
な
か
っ
た
場
合
、
罰
金
を
科
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼ 

問　
消
防
本
部
予
防
課 

☎
０
２
４-

９
２
３-

１
８
７
８

● 

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
養
成
研
修
会
開
催

　

福
島
県
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
現
状
や
影
響
、
対
策
等
に
つ
い
て
学
習
し
、

地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
に
理
解
を
深
め
る
活
動
を
積
極
的
に
行
う
「
う
つ
く

し
ま
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
」
を
養
成
す
る
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
に
関
心
が
あ
る
方
の
積
極
的
な
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼ 

日
時　
11
月
７
日
（
金
）
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時

▼ 

場
所　
郡
山
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
５
階
集
会
室

▼ 

内
容　
地
球
温
暖
化
の
現
状
と
対
策
、
地
球
温
暖
化
防
止
推
進
員
の
活
動
事
例
な
ど

▼ 

対
象　
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
に
関
心
が
あ
る
方
、
地
球
温
暖
化
防

　

止
活
動
推
進
員
の
委
嘱
を
受
け
た
い
方

▼ 

申
込
締
切　
10
月
31
日
（
金
）
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
便
、
E
メ
ー
ル
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

受
講
料
／
定
員　
無
料
／
50
名
（
先
着
順
）

▼ 

申
込
・
問　
福
島
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

 

☎
０
２
４-

５
２
５-

８
８
９
２

　
　
　
　
　
　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４-

５
２
３-

４
５
６
７

　
　
　
　
　
　

 

メ
ー
ルinfo@

fukushim
a-ondanka.org

〈
さ
く
ら
湖
自
然
観
察
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

記
念
皆
既
月
食
観
望
会
＆
お

月
見
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
〉

　

星
空
に
真
っ
赤
な
月
が
ぽ
っ
か

り
浮
か
ぶ
幻
想
的
な
皆
既
月
食
を

見
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

今
回
は
、
さ
く
ら
湖
自
然
観
察

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
天
文
台
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
記
念
と
し
て
、
お
月
見
コ
ン

サ
ー
ト
を
併
せ
て
行
い
ま
す
。

▼ 

日
時　
10
月
８
日
（
水
）

▽ 

観
望
会　
午
後
６
時
〜
９
時

▽ 

お
月
見
コ
ン
サ
ー
ト

　

午
後
７
時
20
分
〜
８
時
20
分

※ 

雨
な
ど
で
、
月
食
が
観
察
で
き
な
く

　

て
も
コ
ン
サ
ー
ト
は
開
催
し
ま
す
。

▼ 

場
所　
さ
く
ら
湖
自
然
観
察
ス

　

テ
ー
シ
ョ
ン

▼ 

参
加
費　
無
料

▼ 

出
演

・
只
野
展
也
（
キ
ー
ボ
ー
ド
）

・
丹
野
久
美
子
（
歌
と
朗
読
）

・
サ
イ
ト
ウ
ミ
ノ
ル
（
ア
コ
ー
ス

　

テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
）

・
郷
家
信
幸
（
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
）

▼ 

問　
自
然
観
察
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

 　
　

☎
61-

１
５
４
６

ス
ポ
ー
ツ

暮
ら
し

募　

集

27

〈
福
島
県
農
友
会
海
外
派
遣

研
修
事
業
参
加
者
募
集
〉

　

震
災
、
原
発
事
故
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
農

業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
抗
す
る
、

一
歩
進
ん
だ
農
業
経
営
計
画
を
立
て

る
ヒ
ン
ト
と
し
て
、
視
察
研
修
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ア
メ
リ
カ
の

農
業
を
11
日
間
で
見
て
回
り
ま
す
。

▼ 

期
間　
平
成
27
年
１
月
18
日
〜
28
日

▼ 

派
遣
先　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
カ
リ

　

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
お
よ
び
フ
ロ
リ
ダ
州

▼ 

参
加
資
格　
福
島
県
内
に
居
住
し

　

て
農
業
に
従
事
し
、
成
果
を
生
か
し
て

　

自
分
の
地
域
で
農
業
を
盛
り
立
て
て
い

　

け
る
20
歳
以
上
の
方
。
農
友
会
の
会
員

　

と
な
り
、
２
回
の
事
前
研
修
（
12
月
、

　

１
月
に
各
１
回
）
と
研
修
報
告
会
（
２

　

月
下
旬
予
定
）
に
参
加
で
き
る
方
。

▼ 

費
用

　

現
地
研
修
に
要
す
る
経
費
48
万
円
以
内

（
経
費
の
１
／
２
以
内
を
農
友
会
が
負
担
）

　

別
途
、
旅
券
・
ビ
ザ
用
料
金
、

保
険
料
（
任
意
）、
超
過
手
荷
物

運
搬
料
、
事
前
研
修
・
研
修
報
告

会
の
参
加
経
費
等
が
必
要
。
個
人

的
な
費
用
（
観
光
の
た
め
の
費
用
、

病
気
や
け
が
に
対
す
る
費
用
な

ど
）
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

▼ 

申
込
方
法　
参
加
申
込
書
類
を
10

月
24
日
ま
で
に
農
友
会
支
部
長
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
産
業

課
農
林
グ
ル
ー
プ
に
あ
り
ま
す
。

▼ 

問　
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
２

〈
野
生
キ
ノ
コ
へ
の
注
意
〉

　

現
在
、
三
春
町
内
の
野
生
キ
ノ

コ
は
出
荷
制
限
中
で
、
市
場
へ
の

出
荷
や
販
売
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

県
で
は
、
出
荷
制
限
中
に
は
自

家
消
費
も
控
え
て
ほ
し
い
と
し
て

い
ま
す
。
野
生
の
キ
ノ
コ
を
見
つ

け
た
ら
、
町
役
場
産
業
課
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

食
中
毒
や
事
故
防
止
の
た
め
、

知
ら
な
い
キ
ノ
コ
は
食
べ
な
い
、

触
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

問　
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
２



広　
告　
欄

町
以
外
の
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

● 「
盲
導
犬
」・「
点
字
」
ふ
れ
あ
い
体
験

　

福
島
県
点
字
図
書
館
で
は
、
盲
導
犬
の
紹
介
を
は
じ
め
、
目
の
不
自
由
な

方
が
利
用
す
る
福
祉
機
器
や
点
字
・
録
音
図
書
の
展
示
、
ど
な
た
に
で
も
で

き
る
「
点
字
し
お
り
」
作
り
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
行
う
「
移
動
点
字
図

書
館
」
を
実
施
し
ま
す
。

▼ 

日
時　
11
月
２
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼ 

会
場　
田
村
市
船
引
保
健
セ
ン
タ
ー

▼ 

内
容

① 

盲
導
犬
や
白
杖
の
紹
介
、
歩
行
体
験

② 

福
祉
機
器
・
用
具　

の
展
示
（
拡
大
読
書
機
・
ル
ー
ペ
・
音
声
読
み

上
げ
パ
ソ
コ
ン
な
ど
）

③ 

生
活
に
役
立
つ
身
近
な
便
利
グ
ッ
ズ
の
紹
介

④ 

点
字
で
「
し
お
り
」
を
作
ろ
う
（
点
字
体
験
）

⑤ 

Ｃ
Ｄ
図
書
再
生
機
「
プ
レ
ク
ス
ト
ー
ク
」
の
体
験

⑥ 

点
字
・
録
音
図
書
、
雑
誌
の
展
示
、
利
用
登
録
の
相
談
な
ど

▼ 

参
加
費
／
対
象
者　
無
料
／
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

申
し
込
み
不
要
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
福
島
県
点
字
図
書
館 

☎
０
２
４-

５
３
１-

４
９
５
０

● 
弁
護
士
に
よ
る
B
型
肝
炎
訴
訟
一
斉
電
話
無
料
相

談
実
施
の
お
知
ら
せ

　

B
型
肝
炎
被
害
対
策
東
北
弁
護
団
が
、
B
型
肝
炎
訴
訟
に
つ
い
て
、
次

の
通
り
弁
護
士
に
よ
る
一
斉
電
話
無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
（
通
話
料
は
か
か
り
ま
す
）。
B
型
肝
炎
患
者
だ
け
で
は
な
く
、

ご
家
族
も
相
談
可
能
で
す
。

▼ 

日
時　
10
月
18
日
（
土
）、
19
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼ 

相
談
電
話
番
号　
☎
０
２
２-
２
２
５-

０
８
４
１
、
☎
０
２
２-

２
２
５-

０
８
４
２

※ 

相
談
日
時
以
外
は
☎
０
１
２
０-
76-

０
１
５
２
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

▼ 

問　
B
型
肝
炎
訴
訟
東
北
弁
護
団
事
務
局（
小
野
寺
友
宏
法
律
事
務
所
） 

　
　
　

 

☎
０
２
２-

２
６
６-

４
６
６
４

〈
統
計
調
査
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
〉

　

国
が
実
施
す
る
各
種
統
計
調
査

の
調
査
事
務
に
従
事
い
た
だ
く
調

査
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼ 

調
査
員
の
し
ご
と

▽ 

調
査
説
明
会
に
出
席　
調
査
員
と

し
て
の
仕
事
の
説
明
を
受
け
ま
す
。

▽ 

調
査
票
の
配
布
お
よ
び
回
収

　

調
査
対
象
を
訪
問
し
、
調
査
票

を
配
布
し
ま
す
。
後
日
、
再
訪

問
し
、
調
査
票
を
回
収
し
ま
す
。

▽ 

調
査
票
の
点
検
整
理　
回
収
し

た
調
査
票
を
点
検
し
、
記
入
漏

れ
が
な
い
か
を
確
認
し
ま
す
。

▼ 

調
査
員
と
し
て
登
録
で
き
る
方

▽ 

町
内
に
居
住
し
て
い
る
20
歳
以

上
の
方

▽ 

職
務
上
知
り
得
た
秘
密
の
保
持
な

ど
に
関
し
、
十
分
信
頼
で
き
る
方

▽ 

説
明
会
な
ど
に
参
加
で
き
、
調

査
期
間
中
、
責
任
を
持
っ
て
職

務
を
円
滑
に
遂
行
で
き
る
方

▽ 

税
務
や
警
察
の
事
務
に
直
接
関

係
の
な
い
方

▽ 

公
職
の
候
補
者
の
選
挙
活
動
に

直
接
関
係
の
な
い
方 

▼ 

調
査
期
間
と
報
酬　

　

調
査
期
間
は
実
施
す
る
調
査
に
も

よ
り
ま
す
が
、
２
か
月
程
度
で
、
調

査
ご
と
に
報
酬
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

調
査
員
に
は
、
三
春
町
統
計
調
査

員
協
議
会
の
会
員
と
し
て
登
録
い
た

だ
き
、
各
種
調
査
が
実
施
さ
れ
る
際

に
ご
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
の
際
、
都
合
が
悪
け
れ
ば
断
っ

て
い
た
だ
い
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

ご
自
分
の
都
合
と
あ
わ
せ
て
、
空
い

た
時
間
を
有
効
に
活
用
で
き
ま
す
。

　

調
査
員
と
し
て
従
事
し
て
い
た
だ

け
る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
簡

単
な
面
接
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼ 

問　
総
務
課 

企
画
情
報
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62
‐
８
１
２
５

〈
福
島
大
学
大
学
院
27
年
度

社
会
人
大
学
院
生
募
集
〉

　

福
島
大
学
大
学
院
で
は
、
復
興

へ
の
寄
与
を
目
的
と
し
て
、
学
内

の
地
域
経
営
経
済
コ
ー
ス
の
中
に

「
地
域
産
業
復
興
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ふ

く
し
ま
未
来
食
・
農
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
）」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

社
会
科
学
（
文
系
）
自
然
科
学

（
理
系
）
を
必
要
に
応
じ
て
柔
軟

に
組
み
合
わ
せ
、
食
と
農
に
か
か

わ
る
社
会
人
が
地
域
復
興
を
目
指

す
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
活
躍
す

る
た
め
に
、
必
要
な
知
識
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

コ
ー
ス
は
２
年
間
、
平
日
夜
間

開
講
が
中
心
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

こ
れ
に
公
開
講
座
を
組
み
合
わ
せ

て
履
修
し
て
い
き
ま
す
。

　

第
Ⅱ
期
出
願
受
け
付
け
は
12
月

18
日
〜
24
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼ 

問　
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
２

28

広 告 欄



　ガス機器は、取扱いを誤ると火災や事故につな
がります。次の点に注意しましょう。
・ ガスコンロを使用中は絶対にその場を離れな  
　い。離れるときは短時間でも必ず火を消す。
・ ガスコンロの周囲は整理・整頓を心がけ、燃え
　やすい物は置かない。
・ カセットコンロを使用するときは、ボンベを正
　しく装着する。
・ カセットボンベを、火の近くや、
　高温になる場所には置かない。

ガス機器による
火災・事故の防止

◆ 問い合わせ先　田村消防署三春分署 ☎ 62-4049

広　
告　
欄

● 

三
春
登
山
愛
好
会
会
員
募
集

　

山
歩
き
を
き
っ
か
け
に
、
生
活
習
慣
を
変
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
人
と
の

出
会
い
は
も
ち
ろ
ん
、
登
山
が
生
み
出
す
前
向
き
な
心
、
活
力
を
生
む
健

康
な
身
体
づ
く
り
、
さ
ら
に
は
有
酸
素
運
動
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼ 

活
動
内
容　
県
百
名
山
や
日
本
百
名
山
な
ど
に
登
っ
て
い
ま
す
。

▼ 

問
・
申
込　
渡
辺
義
広　

☎
62-

３
６
２
６

　
　
　
　
　
　

 

鈴
木　

武　

☎
62-

４
８
１
８

● 

職
場
の
労
使
困
り
ご
と
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

10
月
は
「
個
別
労
働
関
係
紛
争
処
理
制
度
」
周
知
月
間
と
な
っ
て
お
り
、

全
国
的
に
各
種
取
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

福
島
県
と
福
島
県
労
働
委
員
会
で
は
、
皆
さ
ん
の
職
場
に
お
け
る
賃
金
や

勤
務
時
間
な
ど
の
労
働
条
件
、
解
雇
、
退
職
な
ど
に
関
す
る
労
使
間
の
困
り

ご
と
に
つ
い
て
、
次
の
日
程
で
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。
ま
た
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
10
月
13
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼ 

場
所　
郡
山
市
労
働
福
祉
会
館
（
郡
山
市
虎
丸
町
７
番
７
号
）

▼ 

電
話
相
談　
10
月
15
日
（
月
）
〜
17
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

▼ 

申
込
・
問　
福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局　

　
　
　
　
　
　

 

福
島
市
杉
妻
町
２
番
16
号　

県
庁
西
庁
舎
８
階

　
　
　
　
　
　

☎
０
２
４-

５
２
１-

７
５
９
４

● 

芹
沢
農
産
加
工
所
太
陽
光
発
電 

　
　
　
　
　
　
　
　
完
成
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

　「
太
陽
光
発
電
で
農
産
加
工
」
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
そ
れ

を
記
念
し
、
地
元
お
よ
び
農
・
漁
業
者
を
迎
え
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
10
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

▼ 

場
所　
三
春
の
里
田
園
生
活
館

▼ 

テ
ー
マ　
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
と
農
・
食
・
地
域
の
自
立

▼ 

問　
福
島
「
農
と
食
」
再
生
ネ
ッ
ト
☎
０
４
９
４-

２
５-

４
７
８
２

● 

三
春
幼
稚
園
・
光
の
子
保
育
園
ト
ピ
ッ
ク
ス 

○ 

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
in
三
春
幼
稚
園

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
英
語
の
お
話
影
絵
を
観
た
り
、
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
と
楽

し
い
パ
ー
テ
ィ
ー
で
す
。
英
語
で「Trick or Treat

」と
唱
え
て
モ
ン
ス
タ
ー

テ
ン
ト
を
周
る
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
お
友
達
や
ご
家
族
皆
さ
ん

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
10
月
24
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

▼ 

場
所
／
対
象　
三
春
幼
稚
園
ホ
ー
ル
／
就
学
前
の
親
子

▼ 

問　
三
春
幼
稚
園 

☎
62-

２
５
４
８

第２回三春ｋｏｎ（みーこん）参加者募集

　三春町では、若者の出会いの場創出事業として、平成 26 年度
三春町婚活事業「三春ｋｏｎ」を開催しています。第２回三春ｋ
ｏｎでは、全員とおはなしできる「ぐるぐる自己紹介トーク」か
ら始まって、軽食を楽しみながらの「フリートーク」、最後に「マッ
チング」を実施する予定です。仕事が忙しくて、なかなか出会う
機会がない方など、この機会に、ぜひご参加ください！
◆ 日時　11 月 22 日（土）午後６時〜８時 30 分
◆ 会場　郡山市の音楽食堂セッションを予定
　　　　（三春町から会場までの送迎予定有）
◆ 参加資格　男性（三春町在住または町内事業所へ勤務し
　ている独身の方）、女性（三春町内外の独身の方）
※ 年齢は、男性女性ともに 20 歳から 45 歳まで。
◆ 定員　男性・女性各 10 名程度
◆ 参加費用　男性：3,000 円　女性：1,500 円
◆ 申込締切　11 月７日（金）
◆ 申込・問　三春ｋｏｎ事務局（（株）コスモアトリエ内）
　　　　　☎ 024-923-7208、mikon@cosmo-a.co.jp
　　　　　（月〜金　午前８時 30 分〜午後５時 30 分）

● 

三
春
町
商
工
会
女
性
部
か
ら

　
　
　
　
　
　
　「
古
着
回
収
事
業
」
の
お
知
ら
せ

　

三
春
町
商
工
会
女
性
部
で
は
、
古
着
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
一
環
と
し
て

「
三
春
秋
ま
つ
り
」
会
場
商
工
会
女
性
部
ブ
ー
ス
に
て
古
着
の
回
収
事
業

を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
古
着
を
社
会
の
た
め

に
再
び
様
々
な
役
に
立
て
ま
し
ょ
う
。

▼ 

回
収
日
時　
11
月
１
日
（
土
）・
２
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼ 

回
収
場
所　
三
春
秋
ま
つ
り
会
場
（
三
春
町
運
動
公
園
駐
車
場
）

▼ 

注
意
点

① 

古
着
は
洗
濯
済
み
の
状
態
で
お
願
い
し
ま
す
。

② 

次
の
よ
う
な
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
も
の
の
混
入
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

　

布
団
、
枕
、
ぬ
い
ぐ
る
み
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
靴
、
パ
ン
ツ
類
、
ナ
イ
ロ

ン
ビ
ニ
ー
ル
素
材
の
も
の
、
汚
れ
や
破
れ
が
ひ
ど
い
中
綿
の
入
っ
た
キ
ル

テ
ィ
ン
グ
素
材
の
も
の
、
汚
れ
の
ひ
ど
い
シ
ー
ツ
や
毛
布
な
ど

▼ 

問　
三
春
町
商
工
会 

☎
62-

３
５
２
３

● 

軽
自
動
車
検
査
協
会
か
ら
お
知
ら
せ

　

当
協
会
で
は
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
10
月
１
日

よ
り
「
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
す
。

　

軽
自
動
車
の
名
義
変
更
・
返
納
届
出
等
に
関
す
る
照
会
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
軽
自
動
車
検
査
協
会
（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）
☎
０
５
０-

３
８
１
６-

１
８
３
７

募　

集
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○ホームページ　http://www.town.miharu.fukushima.jp/
○携帯サイト　　http://www.town.miharu.fukushima.jp/mobile/

○ 町営バスをご利用の際は、お得な回数券をご利用く
　ださい。
※ 回数券は、バス車内・三春病院・役場窓口で販売してい
　ます。

今月のバス運休日：5・12・13・19・26 日

マーク 休 は、町営バスの運休日です。

休

休 休

28
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町営バス運休カレンダー（10月）

日 月 火 水 木 金 土

27 29 3130

◆ 問　住民課 生活環境グループ　☎ 62-2147

◎ 人と人　つなぐ架け橋　思いやり（吉田菜月・三春中学校２年）

カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されている頁
数です。施設の休館日は 20 ページに掲載しています。

10 月の行事カレンダー
※ 

住
民
課
・
税
務
課
窓
口
延
長
日  

毎
週
水
曜
日
︵
19
時
ま
で
︶﹆
毎
週
日
曜
日
︵
８
時
30
分
～
12
時
︶

ミニシアター（10時・中央児童館）

ボランティア活動（13時30分・中央児童館）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

さくら湖自然環境フォーラム2014（13時～15時30分・さくら湖自然観察ステーション）

のびのびの日（9時～11時・子育て支援センター）

皆既月食観望会（18時～21時・自然観察ステーション）

お月見コンサート（19時20分～20時20分・自然観察ステーション）

福島県知事選挙期日前投票（8時30分～20時・～25日・三春町役場期日前投票所）

保健センター開放日（9時～15時30分）

親子ふれあい教室（10時～11時30分・保健センター）

星を見る会（19時～21時・自然観察ステーション）

第2回大人が変わるためのセミナー（13時～14時45分・三春交流館「まほら」）

歴史民俗資料館　特別展「三春猫騒動」（9時～16時30分・～11月24日・歴史民俗資料館）

三春大神宮祭礼（～12日 ）

料理クラブ（9時30分・中央児童館）

三春大神宮祭礼に参加しよう（14時30分～16時・中央児童館）

日曜おはなし会（10時30分～11時・町民図書館）

人権相談（10時～15時・三春町役場）

行政相談委員・行政書士による無料相談会（9時～15時・シルバー人材センター）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

「学校に行ってみっか月間」（～11月15日・町内小中学校）

木曜おはなし会（放課後・町民図書館）

4（土）

7（火）

8（水）

10（金）

11（土）

12（日）

14（火）

15（水）

16（木）

16（木）

17（金）

18（土）

19（日）

21（火）

22（水）

23（木）

24（金）

25（土）

26（日）

28（火）

30（木）

おはなし「あのね」の日（10時45分～11時・子育て支援センター）

三春町文化祭開幕式（9時・～11月9日・三春交流館　他）

おりがみクラブ（9時30分・中央児童館）

歴史講座（10時～12時・資料館研修室）

星を見る会（19時～21時・自然観察ステーション）

EM石鹸作り（9時30分～11時・自然観察ステーション）

平成26年度消防団秋季検閲式・消防ふれあいデー（8時・町営グラウンド）

乳幼児健診・3～4か月児（13時集合・保健センター）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

乳幼児健診・3歳児（13時～13時30分受付・保健センター）

絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）　

遊びの広場（10時～11時・子育て支援センター）

乳幼児健診・1歳6か月児（13時～13時30分受付・保健センター）　

保健センター開放日（9時～15時30分）

食改さんのおやつやさん（11時・保健センター）

理科クラブ（9時30分・中央児童館）

歴史講座（10時～12時・資料館研修室）

移動観察会「貝化石発掘体験」（8時～17時30分・塙町）

福島県知事選挙投票日（7時～19時）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

お誕生日のつどい（10時～11時・子育て支援センター）

※ 福島県知事選挙における岩江センターの期日前投票は、18日（土）、24日（金）、25日（土）8時30分～17時です。

※平成 25 年度青少年健全育成標語入選作品

【行政相談】10 月 14 日（火）午前 9 時～午後 3 時
　／シルバー人材センター（南町）／行政相談委員

【人権相談】10 月 14 日（火）午前 10 時～午後 3
　時／三春町役場／人権擁護委員

【心配ごと相談】10 月 7・14・21・28 日（火）
　午前 9 時～ 12 時／三春町福祉会館（南町）／
　民生児童委員

【肢体不自由者巡回相談】10 月 2 日（金）
　午後 1 時～ 3 時／郡山市障害者福祉センター／
　医師／要予約／保健センター☎ 62-3166

●●●今月の相談●●●

10月5日
12日
13日

19日
26日

遠藤医院
三春病院
船引クリニック
（コスモ調剤薬局船引店）
さいとう医院
中央通りクリニックやない
（コスモ調剤薬局中央通り店）

（日）

（日）

（月）

（日）

（日）

（

（

田村市

田村市

田村市

田村市

田村市

船引町
三春町
船引町
船引町
小野町
船引町
船引町

☎85-2016
☎62-3131
☎82-0137
☎81-2833
☎72-2500
☎81-2662
☎81-1610

）

）

人口 17,282 人（-8）う
ち男性 8,409 人（-1）・女性 8,873 人（-7）／世帯数 5,568 世

帯（+7）人口・世帯数

10 月 31 日（金）　町県民税 第 3 期　国民健康保険税 第 4 期　後期高齢者医療保険料 第 3 期　介護保険料 第 4 期納  期  限

※ 平成 22 年 10 月 1 日国勢調査の人口基準・平成 26 年 9 月１日現在（前月比）

（　）内は休日薬局です。


